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ご あ い  さ つ

働日本中学校体育連盟

会長 井 上 輝 夫

本日、ここに「自然と文化を育み躍動する山口市」で第19回全国中学校バドミントン

大会を開催することができ、心から嬉しく思います。特に、いろいろな困難を解決して

くださり、素晴らしい会場をご用意くださいました開催地の関係者に対して心からお礼

を申し上げます。

さて、選手の皆さん !皆さんは、予選を見事に勝ち抜かれ、選ばれてこの全国中学校

選抜体育大会に参加されました。その努力と栄光を称えます。また、このような、立派

な選手を育てられました、学校及び指導者の方々に深く敬意を表します。

選手の皆さんは、鍛え抜かれた技と気力を存分に発揮され、学校や郷土の期待に応え、

全国チャンピョンの栄冠を目指してください。また、競技の合間には、選手同士、ある ツ
いは大会の補助をしてくださっている、地元の中学生の皆さんとも友情を深めて、素晴

らしい全国大会の思い出をつくってください。

終りに、この大会を開催するにあたり、長い期間をかけてご準備くださり、温かく歓

迎してくださいましたすべての主官団体及び大会関係者の皆様方に心から感謝申しあげ、

挨拶といたします。

ご  あ  い  さ  つ

く 文部大臣 石 橋 弥

平成元年度全国中学校選抜体育大会が、中国各県を会場として、盛大に開催されます

ことを心からお慶び申し上げます。

近年、国民の体育・スポーッに対する関心がとみに高まりをみせており、各世代にわたっ

てスポーツ人口が増えているのはご承知のとおりであります。これはとりもなおさず健康・

体力つくりが人々の大きな関心の的となっていることと、生活をより豊かに活力に満ちたも

のとするスポーッの意義が、人々に広く認識されてきたことの現れであります。

中学生時代の体育 。スポーッの実践は、生涯にわたる体育・スポーツ活動の基礎を培

う上でも極めて重要な意味をもっており、積極的に奨励されるべきものです。

選手諸君は、中学生スポーツの一大祭典である本大会へ出場するという栄誉ある機会

を得ました。どうか、日頃の練習の成果を余すところなく発揮し、カー杯の競技を展開

してください。

また、全国から集まった友達との友情を深めるとともに、今後もスポーツを通して交

流されることを願うものであります。

終わりに、本大会の開催に尽力された関係各位に深甚なる敬意を表しますとともに、

大会の成功と今後ますますの発展を祈念してお祝いの言葉といたします。
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財団法人日本バドミントン協会

会長  桜 内 義 雄

全国各地より激しい予選に勝ち抜き、郷土と母校の名誉をになって集まった

500余名の選手諸君を迎え、ここに「輝く瞳、汗と希望を山口に」をスローガン

に、平成元年度全国中学校選抜体育大会第 19回全国中学校バドミントン大会が、

山口県山口市で盛大に開催されますことは誠に意義深く欣快にたえません。

スポーツは単に勝負を競うものでなく、スポーッを通してたくましい心身を培

い、協調・連帯性を養い、友情の輪を広げていくところの目的があります。青春の

思い出として、本大会が諸君の人生にとって、かけがえのないものとなることを

信じてやみません。

どうか諸君は、日頃錬磨の実力を発揮され、最善を尽くし、「コートの中に人生

の教訓を拾う」ことにより、皆さんを育ててこられた、御家族や先生方の御厚意

にこたえてほしいと思います。

終りに、本大会開催にあたり、御理解と御協力を賜りました関係各位に、心か

ら御礼申し上げます。

歓 迎 の こ と ば

山口県知事 平 井   龍

全国各地から栄えある代表として参加された選手・役員のみなさん、ようこそ山口県

へお越し下さいました。心から歓迎申し上げます。

本大会は、全国各プロックから選抜された精鋭の選手のみなさんが、日頃の練習の成

果を競い合い、相互の親陸を深め合う、中学生スポーツの最高峰の大会であります。

中学生らしく、さわやかな、素晴らしいプレーが繰り広げられるよう期待するととも

に、本大会における貴重な体験が、21世紀を担う、たくましい心と身体を持った成人と

なる糧となりますように念J願するものであります。

また、プレーのあい間には、美しい海岸線を誇る瀬戸内海の自然や、明治維新胎動の

地であり、多くの史跡に恵まれた県内各地にも足を運んでいただきますようお願い申し

あげます。

最後になりましたが、本大会の開催されるに当たり、御尽力賜りました関係各位に、

心から敬意を表し、大会の御成功を祈念して、お祝いの言葉といたします。

あ  い  さ  つ`
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歓 迎 の こ と ば

山口市長 ′]ヽ 林 兼 年

中世 大内文化の華ひらいた、西の京山口に、全国から多数の選手・役員のみなさん
をお迎えし、平成元年度全国中学校選抜体育大会が盛大に開催されますことは、まこと

に光栄であり喜びに堪えません。12万市民とともに心から歓迎を申し上げます。

中学校体育の一大祭典であります本大会に、各地の厳しい予選を勝ちぬかれ出場の栄

冠を得られたみなさんの日頃の御精進に対し心から賞賛をお贈りするとともに、本大会

のスローガン「輝く瞳、汗と希望を山口に」のもとに、正々堂々と競技され、郷土と母

校の名誉を高められるよう期待いたします。

また、本大会での出合い、ふれあいを大切にされ、親陸と友情の輪を広めていただき

たいと存じます。

山口市は、「自然と文化をはぐくみ躍動する中核都市」を目指し、活力と個性に富ん

だ住みよいまちづくりを進めております。この機会に、わが国中世の都市山口を今に伝

える国宝瑠璃光寺五重塔や常栄寺雪舟庭など市内の史跡、名勝を御探訪いただき、青春

のよき思い出の地にしていただければ幸いに存じます。

おわりに、この大会の開催に寄せられました関係各位の御支援、御協力に深く感謝申

し上げますとともに、大会の成功をお祈りして歓迎のことばといたします。

歓 迎 の こ と ば

山口市立 宮野中学校
市 り|1 明 子

選手のみなさん、おいでませ山口へ。山口市は山口県の中央部に位置する人口

12万人の小さな盆地にある町で、西の京と呼ばれています。また、みなさんも歴

史の時間に学ばれたことと思いますが、明治維新の原動力となった「志士」達が、

大きな夢と希望を持ち未来を語りあった町でもあります。このような町でみなさ

んがバドミントンをとおして、お互いの交流と団結力を深め青春の1ページをか

ざられることを祈っています。

みなさんはここ山口で、第 19回全国中学校バドミントン大会が開かれるにあ

たり、この大会を目指し、精一杯練習に励んでこられたことでしょう。幾多の学

校の代表として、いかんなくその努力の成果を発揮し、くいの残らないよう、活

躍されることを期待します。

その若さあふれるエネルギーと気力で今回の大会の勝利を目指すと共に21世

紀にむけて、はばたいてください。

▼
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第 19回全国中学校バ ドミントン大会 大会役員

名 誉 会 長  (財 )日 本バ ドミン トン協会会長 桜 内  義 雄

名誉副会長  山   口  県   知   事 平 井   龍
山   口   市   長 小 林 兼 年

会   長  (財 )日 本 中学校体育連盟会長 井 上 輝 夫

副 会 長  (財 )日 本中学校体育連盟副会長 松 本 國 夫 加 藤 正 喜  後 藤 敏 夫

_ヽ′

名 誉 顧 問

顧

山 口 県 教 育 委 員 会 教 育 長

山 口 市 教 育 委 員 会 教 育 長

(財)日本バ ドミントン協会副会長

山 口県バ ドミン トン協会会長

山 口市バ ドミン トン協会会長

山 口 県 中 学 校 体 育 連 盟 会 長

N  H  K  会   長

問  (財 )日 本中学校体育連盟参与
文 部 省 初 等 中 等 教 育 局 長

文  部  省  体  育  局  長
文 部 省 大 臣 官 房 審 議 官

全 日 本 中 学 校 長 会 副 会 長

都道 府 県 教育 長 協 議 会幹 事長

全国市町村教育委員会連合会会長

(財 )日 本バ ドミン トン協会顧問

(財)日本バ ドミントン協会加盟団体長

戸 張 敦 雄 田 中 益 哉

剛

治

典

治

郎

夫

彦

次

昭

覺

義

達

雅

桂

地

山

谷

川

　

本

田

横

高

熊

柳

林

岩

石

島

人

雄

重

鐵

屋

倉

土

石

衛等 澤 口内

和

之

敬

寛

田

田

奥

倉

夫

彦

宏

美

正

幸

安

孝

高

村

畑

上

大

菱

前

井

夫

敏

　

　

三

男

貞

彰

　

　

純

哲

山

持

　

　

崎

掛

北

土
・

　

岩

沓

文

朗

忠

守

一

博

敏

清
　
　
　
俊

藤

崎

上

田

渡

口

佐

山

水

平

石

北

嗣

治

央

平

勝

尚

秀

洋

谷
村
辺
林

関

西

渡

佐

均

一　
郎

郎

英

一」

六

崎

末

崎

藤

嶋

永

山

清

治

健

朗

宇

勝
　
　
喜

昭

田

藤
　
　
崎

柴

内

森

地

茂

伝

二

彦

武

昭

山

村

永

呂

大

中

大

野

森    康

布 引 修 二

大須田 良 作

鈴 木 辰 雄

手 塚 克 彦

須 田 勝 勇

原  二三雄
清 水 規矩雄

塩 川  甫

垣 隆 房

野 貞 夫

手  庸
川 芳 男

田 尚 壮

藤  淳

板

日

玉

」=

岡

後
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顧   問  (財)日本バドミントン協会加盟団体長

山 口 県 副 知 事

山 口 県 議 会 議 長

山 口県 教育 委 員 会 教 育 委 員 長

山 口 市 体 育 協 会 会 長

山 口 市 議 会 議 長

山 口市 教育 委 員 会 教 育 委 員 長

NHK放 送 総 局 副 総 局 長

NHK放 送 総 局 報 道 局 長

参 与  文部省初等中等教育局中学校課長
文 部 省 体 育 局 体 育 課 長

文部省体育局生涯スポ ーツ課長

文部省体育局競技スポ ーツ課長

文  部  省  体  育  官
山口県教育委員会保健体育課長

防 府 教 育 事 務 所 長

山 口 県 中 学 校 長 会 会 長

山 口 市 中 学 校 長 会 会 長

(財 )山 口県体 育 協 会 副 会長
山 口 市 体 育 協 会 副 会 長

(財 )日 本バ ドミン トン協会参与

山 口 県 議 会 副 議 長

山 口県 高等 学 校 体 育 連 盟 会 長

山 口県バ ドミン トン協会副会長

山口市バ ドミン トン協 会副会長

山口県維新百年記念公園管理事務所長

NHK放 送 総 局 事 業 部 長

NHK報道局スポーツ報道センター長
NHK山 口 放 送 局 局 長

読 売 新 聞 社 社 長

雄

敏
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勉

司

尚

弘

久

真

祥
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川

島

木

名

岸
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四

八

田

右
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夫
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正
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上
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田
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男

夫
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高

良
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時

正
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井

村

　

成
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口
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野

神

本

山

神

今

今

林

俊

小

近

山

村

河

黒

梅

杉

章

貞

　

先

治

俊

　
　
　
正

永

野

　

井

倉

松

河
　
　
〈
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高

夫

進

雄

剛

利

夫

弘

靖

一

治

雄

男

郎

宏

則

四

哲

　

政

正

重

義

明

邦

喜

英

良

拓

三

淳

政

勇

村

宮

間

井

山
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村
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村

木

田
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沢

宮

　

田
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下

本

向

杉
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藤

佐

中

佐

高

村

伊

小

湊

前

栗 本 藤四郎
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木 梨 亮

堀 井 良

山 香 芳

三

一

健

栄

中

条

山
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市

之

昇

宏

端

澤

川

宮

田 中 萬亀太 石 崎 幸 亮宜

次

博

秋

田

成

植

蔵彦
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弘
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井
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板
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大 会 委 員 長  (財 )日本バ ドミントン協会専務理事  小 飼 栄 一

大会副委員長

ヽ_′

(財)日本中学校体育連盟専務理事

(財)日本中学校体育連盟競技種目担当

理               事

(財 )山 口県 体 育 協 会 理 事 長
山 口県 中学校 体 育連盟 副 会長

山口県中学校体育連盟バ ドミントン

部              長

山 口市 教 育 委 員 会 体 育 課 長

山口県バ ドミン トン協会理事長

山口市バ ドミン トン協会理事長

黒 木  臭

加 藤 正 喜

吉 永 義 夫

松 村 精 治 高 村 治 実

中 村 喜 一

水 野 武 彦

津 守 幸 介

杉 山  昇

大 迫 末 司

神 宮長流人

委 員 (財 )日 本 中学校体育連盟理事

(財 )日 本中学校体育連盟監事

(財)日本中学校体育連盟プロック代表

全 国 大 会 対 策 委 員

(財)日本中学校体育連盟バドミントン

競    技    部    長
同 上  競 技 部 員

熊 谷 康 清 水 善 之

渡 辺  博

須田尚之 (北海道 )

江回健一 (北信越 )

山田富三 (近  畿 )

川端茂夫 (四  国 )

市原 浩 (競技部長)

宮川素直

松原博道 (北海道 )

落合喜孝 (関 東 )

塩谷伸晴 (東 海 )

新見建典 (中
・
国 )

宮城松隆 (九 州 )

佐伯一之

西村幸衛 (北海道 )

久野信弘 (関  東 )

斎藤俊仁 (東 海 )

尾上 忠 (中  国 )

宮城 清英 (九 州)

加藤文衛 (東 北 )

佐藤敏文 (東 海 )

石井美己 (中 国 )

又吉盛輝 (九 州 )

三橋秋義

吉田 茂

滝沢和彦

神内隆司

土也真和

(東 北 )

(北信越 )

(近 畿 )

(四 国 )

片桐 勉 (東 北 )
佐竹隆太 (北信越 )

柴田俊玄 (近 畿 )
宮崎雅司 (四 国)
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委  員 (財)バ ド ミ ン ト ン協 会 理 事 相 場 清 一

池 田 昌 道

川 島 一 郎

(財)日 本 バ ドミ ン トン協会監事

(財)日本バ ドミントン協会事務局長

山口県教育委員会保健体育課長補佐

山口市教育委員会体育課長補佐

山 口県 中学 校 体 育 連 盟 理 事 長

山口県バ ドミン トン協会副理事長

山口県バ ドミン トン協会常務理事

山口市バ ドミン トン協会常務理事

人

男

士

雄

男

二

人

幸

次

弘

芳

昭

敏

正

子

子

子

ニ
ヨ

真

稔

正

幸

三

紀

達

哲

秋

光

克

久

正

道

薙

房

知

本

井

原

山

本

本

藤

村

成

崎

本

田

永

田

辺

井

辺

坂

遠

上

村

杉

岩

伊

松

蔵

岡

松

植

松

重

渡

三

川

一　
治

鉱

寛

藤

藤

伊

加

美

夫

淳

基

倍

北

安

今

征
　
一

紀

幸岡

原

福

夫

夫

牧

三

岡

藤

花

加

弘

裕

倍野

井

大

三

忠

樹秀

辺

広

渡

末

子

芳

嘉

克

藤

本

斉

松

昭

子

文

法

永

本

友

徳

男

一

武

新

川

井

小

藤

高 橋  徹 竹 内 稔 雄
福 井 哲 也

神 沢   暁  北   義 一
里 見 光 徳 千 葉 健 夫

渡 辺 恒 輔 松 村 和 美

池 田 信 郎 久 次  優
岸 野 保 則 渡 辺 光 男

安 田 功 二 林  道 彦

浜 村 悦 己

河 崎 健 治

総   務

山口県中学校体育連盟バ ドミントン

専      門      部

日本 放 送 協 会 事 業 部 副 部 長

日本放送協会山口放送局放送部長

読 売 新 聞 社 山 口 支 局 長

(財)日本中学校体育連盟事務局次長

山 口 県 教 育 委 員 会 指 導 主 事

(財 )山 口県体育協会事務局次長
山 口市 教 育 委 員 会 指 導 主 事

山口県中学校体育連盟副理事長

山 口市中学 校体育 連盟 理事長

神 山 充 晴

高 野 捷 之

中 森 健 樹

川 瀬 武 雄

助

男

太

鉄

藤

原

佐

中

藤 野 正 雄

川 西 澄 信

彰松 崎 恒 雄 長 尾
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全国中学校バ ドミントン大会
競 技 役 員

第 19

昭

弘

玄

治

男

子

久

信

俊

健

光

英

田

野

田
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井
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久
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白
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法
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野
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野

崎

津
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斎

宮

岸

徳

小

楢

彦

二

子

子

子

子

子

子

智

　

ほ

紀

康

秀

順

洋

美

幸

み

登

山 本 英 明

泉   浩 志
三間地 早智子

河 本   泰

品 月1 典 之

田

崎

沢

　

辺

上

上

竹

野

藤

武

岩

富

森

田

村

井

若

熊

小

秀

嗣

子

知

恭

怜

紀美枝

佐夜子

本

田

村

本

田

原

　

村

輪

野

好

田

守

永

根

松

尾

石

山

岡

石

藤

潮

岡

三

河

三

津

津

末

山

白

忠

之

衛

太

司

次

司

枝

雄

男

明

実

平

一

幸

隆

雅

秋

学

慶

稔

宣

　

英

龍

係

係

彰

場

表

会

子

子

み

子

子

美

子

美

枝

け

つ

　

　

美

久

美

あ

む

良

秀

貴

紀

雄

則

子

子

美

道

裕

芳

由

　

　

　

　

代

美

武

俊

洋

素

喜

昌

　

克

上

伯

村

竹

崎

成

本

国

内

永

口

子

根

林

藤

倉

川

田

本

田

田

藤

辺

波

田

谷

水

中

子

橋

保

岡

田

井

本

尾

佐

西

佐

宮

蔵

大

川

竹

松

谷

須

多

小

重

新

瀬

村

藤

吉

友

斉

川

難

池

大

清

田

金

高

久

吉

池

三

松

総務委 員長

総務副委員長

総 務 委 員

庶務会計係

V式 典 係

受  付  係

接 待 係

V

報 道速報係

宿泊交通係

練習会場係

競技委員長

競技副委員長

競 技 委 員

子

美由

雅

真

恵

子

子

子

子

子

和

尚

博

純

程

能

志津子

子

実

子

江

生

子

章

扶

知

紀

和

宜

係

係

送

護

放

救

子

子

嘉

龍

藤斉

林

介

武

之

恵

幸
　
　
正

和

田

福

本

岡

山

有

岩

松

哲 也

久美子

子

子

和

清子

苗

良

早

崎

田

竹

岸

杉 山  昇
林   道 彦

口

重 田 道 正
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志

美

達

博

和

藤

本

村

伊

福

松

子
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子
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雄

弥
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哲
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崇

孝
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井

木

井

村

掘

福

三

青
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徹

治

純
　
　
健

藤

橋

崎

辺

茂

田

子

倍

辺

守

光

永

辺

田

永

永

村

田

田

佐

高

河

渡

永

大

金

安

渡

津

吉

福

渡

安

松

門

河

村

原

子

弘

久

聡

美

輔

治

章

静

次

二

治

史

弘

子

廣

紀

美

子

郎

重

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

智

　

　

由

　

一

八

勝

芳

　

淳

恒

真

　

　

正

功

昌

圭

　

佐

重

正

真

久

勇

敏

樹

男

明

夫

二

代

士

人

男

覚

明

正

大

素

寛

和

修

恭

隆

澄

文

　

宣三奈木

陶 山 慎 治

進  行  係

記  録  係
シャ トル係

召 集  係

審  半」 長

副 審 判 長

コ ー ト 係

主    審

線    審

補  助  員

芳 博

富士男

中

見

野

村

司

永

枝

村

田

原

上

村

員

岡

田

井

島

保

田

塩

森

繁

中

友

秋

田

藤

田

久

河

磯

寺

吉

藤

小

永

藤

部

永

見

木

弘

野

田

永

山

尾

野

聖

聡
　
一　
子

薫

賢

優

山

藤

和

田

松

伊

磯

本

塩

植

国

河

内

末

杉

松

藤

桂

中

佐

大

吉

ヽ口″

V

彦

治

樹

昭

美

一

進

也

美

子

則

信

之

子

裕

和

秀

正

文

敏

憲

　

暢

晴

直

孝

裕

浩

敬

正

智恵美守

月

間

崎

中

津

高

野

藤

田

誠

真 実
大小田 正 代
山口県立山口高等学校バ ドミントン部員

野田学 園高等学校バ ドミン トン部員

山口県立山口中央高等学校バ ドミントン部員

中村女子高等学校バ ドミン トン部員

山口市立鴻南中学校

山口市立湯田中学校

山口市立大内中学校

山口市立大殿中学校

山口市立宮野中学校

山口市立潟上中学校

野 田学 園 中学 校
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1.目

2.主

3.後

4.主

5.会

6.会  場

9.引率監督
10.参 加 数

７
・
　

Ｏ
ё

目種

参加資格

平成元年度全国中学校選抜体育大会
第19回全国中学校バドミントン大会要項

的  この大会は、中学校教育の一環として、中学校生徒に広くバドミントン実践の機会を与
え、1技能の向上とアマチュアスポーツ精神の高揚を図り、心身ともに健康な中学校生徒

を育成するとともに、中学校生徒の相互の親睦を図るものである。

催  (財 )日本中学校体育連盟、(財)日本バドミントン協会
山口県教育委員会、山口市教育委員会

援  文部省、全日本中学校長会、都道府県教育長協議会、全国市町村教育委員会連合会、山
口県、 (財)山口県体育協会、山口市、山口市体育協会 、山口県中学校長会、NHK、 読
売新聞社

管  中国中学校体育連盟 山口県中学校体育連盟 山口県バ ドミントン協会 山口市中学校
体育連盟 山口市バドミントン協会

期  平成元年8月 23日 (水)16:(Ю 開会式
8月 24日 (木)9:00 団体戦
8月 25日 (金)9:(Ю  団体戦 (準決勝・決勝 )

団体戦表彰式 個人戦

8月 %日 (土)9:∞  個人戦 (準々決勝～決勝 )
個人戦表彰式 閉会式

山口県スポーツ文化センター

〒 753 山口市大字吉敷字北河内39% 電話 (08")22-η 54

男女とも学校対抗団体戦及び個人戦

(1)各都道府県中学校に在学する生徒であること。

(2)全国 9プロックの競技要項により全国大会参加資格を得て、所属学校長及び各都道

府県中体連会長が認めた者とする。

参加生徒の引率・監督は出場校の教員であること。

団体戦・個人戦 9プ ロック(男女とも同数とする )

(1)団体戦チームは、監督 1名、マネージャー1名、選手 5～ 7名 (同一校編成 )とす

る。

(2)事故などによる選手の変更は、監督会議開始前に書面によって大会事務局に申し出

て監督会議の了承を得なければならない。

単・複 (同一校編成 )を行い、参加数は上記のとおりとする。

(1)平成元年度 (財 )日本バドミントン協会競技規則並びに大会運営規定による。

(2)使用用器具は、平成元年度 (財)日本バドミントン協会検定合格用器具とする。但し、

シャトルの銘柄は次のとおりとし、室温にあったものを使用する。

カールトン・トーナメントST ヨネックス・メイビス 3∞
ゴーセンS N 103

(1)ト ーナメント方式により優勝を決定する。 (3位決定戦は行わない )
-11-

○団体編成

○個 人 戦

11.競技規則

北海道 易員| ゴヒ 関 東 北信越 東 海 近 畿 中 国 四 国 九 州 開催地

団体戦

個人戦

12.競技方法



13.表  彰

14.参加申込

15.組 合 せ

16.諸 会 議

17.宿  泊
18。 そ の 他

19.連 絡 先

(2)団体戦は、複 2・ 単 1の対抗とし、複・単 。複の順に行う。

(同一選手が、単と複、及び複と複を兼ねて出場することはできない )

(3)個人戦は、単・複を兼ねて出場することはできない。

(1)上位 3位まで、 (財 )日本中学校体育連盟、及び(財)日本バドミントン協会から賞状

を授与する。

(2)団体及び個人の優勝者には、優勝杯及びトロフィーを授与し、第 1位から第 3位ま

での選手に表彰メダルを授与する。

所定の用紙で下記宛に書留にて郵送すること。

申し込み締切日 平成元年 8月 10日 (本)必着
申し込み先   〒 753 山口市自石 2丁目2-19

全国中学校選抜体育大会

山口実行委員会事務局 バドミントンの部  尾上  忠 宛
大会実行委員会に一任する。 組み合わせ会 平成元年 8月 11日 eb)
(1)(財 )日本中学校体育連盟競技部会 平成元年 8月 23日 (水)
プロック代表者 12:∞ ～

(2)監督会議 平成元年 8月 23日 (水)各 校監督 14:(Ю ～

会場(1)、 (2)と も山口県スポーツ文化センター 電話 (08∞)22-2754
別紙宿泊要項による。

(1)競技の服装は、上衣・下衣とも「自単一色」を原則とし、平成元年度 (財)日本バ ド

ミントン協会審査合格品も可とする。

(2)下衣は、男子は長ズボンまたは半パンツ、女子はスカートまたは半バンツ、ワンピ

ースを着用すること。なお、ソックスは自色とする。防汗や整髪のためにはちまきは

よしとするが、色は自とし体裁よく結ばなければならない。

(3)上衣の背面中央部には、縦15cm、 横∞卸の範囲内

に校名及び姓の表示をすること。黒か紺の日本文字

(楷書 )で明記する。同姓の場合は名前の 1字目を

小さく入れる。

(4)練習会場は後日連絡する。            l    υVυ“    |
(5)大会中の不慮の負傷、疾病については応急処置は

施すが、それ以外の責任は負わない。

(6)マ ネージャーは出場校の教員または生徒であること。

(7)大会参加に関しては大会要項、及び大会参加,CM辱を熟読の上参加すること。

◎ 事務局  〒 7田 山口市自石 2丁目2-19
全国中学校選抜体育大会山口実行委員会

尾 上   忠
電話 (0839)32-1%9(9:∞～16:30)
夜間連絡先 (尾上自宅 電話 0839-22-46“ )

◎ 大会期間中 (8月 23日～26日 )
大会本部 山口県スポーツ文化センター

電話 (08∞)22-ν54(9:∞～17:∞ )
ホテルタナカ 〒 735山口市湯田温泉 2-7
電話 (0839)2-6525(18:∞ ～ )

15cπ

▼

○ ○ 中

山 本ヵ
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v  12.

競 技 上 の 注 意

◎ 一 般 的 事 項

1.競技場の運動靴は、競技用と屋外用をはっきり区別して下さい。
2.試合のため会場へ到着したら「受付」をすませてから入場して下さい。
3.フ ロアーの上では、飲食は厳禁となっております。
4.応援は、「声援」ではなく『拍手』で行って下さい。
5.貴重品は、必ず各自で十分管理して下さい。
6.その他は監督会議で連絡します。

◎ 競 技 上 の 事 項

7、 この大会は、平成元年度日本バ ドミントン協会競技規則、及び大会運営規定によって実施しま

す。

8.団体戦に参加のチームは、30分前までにオーダー用紙を進行係に提出して下さい。30分前まで

に、(ま たは、指示のあった時刻までに)、 オーダー用紙の提出がなかった時、または集合の時刻 (競

技開始 15分前)に集合しなかった時は、棄権とみなします。

9. 競技開始時刻 15分前には、選手集合所のプラカードのところに集合、主審、監督、マネージ

ャー、選手 (エ ントリーされた者)、 線審の順に整列し、両チームが集合完了したら入場します。

試合の進行状況に応じて、2コ ートで並行して試合を行う場合や、コートや競技開始時刻を変

更することがありますので、場内放送に十分注意して下さい。

ベンチに入ることの出来るのは、団体戦は、監督、マネージャー、選手 (エントリーされた)、

個人戦は、監督又はマネージャー、選手とします。個人戦シングルスの試合では、練習相手とし

て 1名が同時に入場できますが、練習終了後直ちに退場して下さい。マネージャーは出場校の教

員または生徒とします。

団体戦は、初回戦のみ、全試合を行います。勝敗決定後は、相手監督の了解を得た場合、メン

バーの変更をすることが出来ます。以後は2点先取後打ち切ります。

主審が認めた以外、タイムはいっさい認めません。

ファイナルゲームの場合は、5分以内のインターバルをとります。

シャトルは、審判が3種類 (要項記載)準備し、各試合ごとにトス (ジャンケン)で決めます。

試合前の練習時間については、挨拶、シャトル選択の トス後、団体戦3分ずつ、個人戦3分 (同

時)と し、団体戦では番号の若いチームから行います。

サーバー確認のため、ダブルスのファース トサーバーとファーストレシーバーは、審判の用意

したリボンをつけて下さい。

服装は、上衣・下衣とも「白単一色」を原則とし、平成元年度 (財)日本バ ドミントン協会審

査合格品も可とします。上衣の背面中央部には、必ず校名及び姓の表示をして下さい。

10.

11

13.

14.

15.

16.

17

18.
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◎ 審判 上 の事 項

19.審判団は、厳正公平にその任にあたります。

20.抗議は、いっさい認めません。それとおぼしき言動はつつしんで下さい。不審な時は、礼儀正

しく当該プレーヤーまたは監督が主審に質問して下さい。もし判定に服さない時は、その試合を

放棄するものとみなします。

21.次のょうな行為は禁止されています。

① 試合中、審判に無断でみだりにコートを離れること (コ ート外での汗ふき等)。

② サービスを故意に遅らすこと、極端に遅いレシーバーの構え。

③ 相手を威圧するような行為。

④ 体力や息切れを回復できるように、あるいはサイドコーチを受けられるようにブレーを中断する
こと。

⑤ 監督、マネージャーも含めての、試合中のサイドコーチ。

｀日′

-14-



ヽ_′

大   会   日  程

月  日 内    容 時 間 会    場

8月 22日

(火 )

練習場開設 9:00～ 17:00 山口県体育館

NTT体育館

8月 23日

(水 )

練習場開設

競技部会 (プロック代表)

監督会議

開会式

9:00～ 15:00

12:00～ 13:30

14:00～ 15:30

16:00～ 17:00

山口県体育館

NTT体育館

山口大学体育館

山口県スポーツ文化センター

同  上

同  上

8月 24日

(木 )

1回戦該当校会場練習

試合 (団体戦)

練習場開設

8:20～ 8:40

9:00～ 17:00

9:00～ 17:00

山口県スポーツ文化センター

同  上

山口県体育館

山口県スポーツ文化センター

レクチャールーム

NTT体育館

鴻南中学校体育館

8月 25日

(金 )

準決勝進出校会場練習

試合 (団体戦準決勝より)

表彰式 (団体戦)

試合 (個人戦)

練習場開設

8:00～ 8:30

8:40～ 12:20

12:30～ 12:50

13:00～ 17:00

9:00～ 17:00

山口県スポーツ文化センター

同  上

同  上

同  上

同上レクチャールーム

山口県体育館

8月 26日

(土 )

準々決勝進出者会場練習

試合 (個人戦準々決勝より)

閉会式

8:00～ 8:50

9:00～ 12:00

12:20～ 12:40

山口県スポーツ文化センター

同  上

同  上

- 15 -



２

３

４

５

開 会 式 次 第

1.開 式 通 告

8.

9.

10.

11.

12.

選 手 団 入 場

開 会 宣 言   大会委員長  小 飼 栄 一

国 旗 掲 揚

優勝杯返還及びレプリカ贈呈  男子団体  東京都  田無第一中

女子団体  宮城県  聖ウルスラ学院中

男子 単  福岡県  岡 垣 中  満 石 忠 博

男子 複  東京都  田無第一中  茂野・ 山浦組

女子 単  青森県  弘前第一中  米 谷 真智子

女子 複  香川県  香川第一中  富 田・村瀬組

挨    拶   (財 )日本中学校体育連盟会長   井 上 輝 夫

(財)日本バ ドミントン協会会長  桜 内 義 雄

山口県教育委員会教育長     高 山   治

歓 迎 の 言 葉   山 口市 長 小 林 兼 年

開催地中学校生徒代表 1山口市立宮野中学校  市 月1 明 子

競技上の注意   競技委員長  池 田 昌 道

審判上の注意   審 半」 長  安 倍 淳 美

選 手 宣 誓   選手代表徳地町立串中学校  村 田 みつえ

閉 式 通 告

選手・役員退場

閉 会 式 次 第

競技委員長  池 田 昌 道

審 判 長  安 倍 淳 美

(財)日本中学校体育連盟会長  井 上 輝 夫

大会委員長  小 飼 栄 一

０^

７

‐

V

｀日″

告

場

表

彰

評

拶

納

言

告

場

通

入

発

　

　

　

降

宣

通

退

式

手

績

　

　

　

旗

会

式

手

開

選

成

表

講

挨

国

閉

閉

選

１
．
２
．
３
．
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５
．
６
．
７
．
８
．
９
．
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．
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(団 体 戦 )

1   2   3

(個 人 戦)

12

5

18

3 4

6 7

23

12 13

16

14 15

組 み 合 わ せ 表

17

15

11 13 14

9う
０

，
“
９
“

8 10

4   5   6   7   8   9   10  11  12  13  14  15  16  17  18

21

17

9 10 11

※ 上記表中  BT・・・男子団体
BD・・・男子 複

GT…女子団体  BS・・・男子 単  GS・・・女子 単
GD¨‐女子 複  を示す。番号は、試合番号を示す。
-17-

19 20
ヽ ,,/

16

，

コ 5 6 7 8

1  2  3  4  5  6  7  8  9  10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24

タイム・テーブルと会場練習

日  程 時 間   コート
23日 開 会 式 16:00^V17:00

会場練習 8:20^v 8:40 BT l BT l BT 2 BT 2 GT l GT l GT 2 GT 2
9:00^ヤ 11 :00 BT l BT 2 GT l GT 2
11:00～ 13:00 BT 4 BT 5 BT 6 BT 7 GT 4 GT 5 GT 6 GT 7
13:00^ヤ 15:00 BT 3 BT 8 BT 9 BT10 GT 3 GT 8 GT 9 GT10

24日

(木 )
試  合
(団体戦 )

15:00～ 17100 BTll BT12 BT13 BT14 GTll GT12 GT13 GT14
8:00^v 8:30 BT15 BT15 BT16 BT16 GT15 GT15 GT16 GT16会場練習

BT15 BT16 GT15 GT168:40^v10:20
10:40～ 12:20 BT17 GT17

試  合
(団体戦 )

表 彰 式 12:30～ 12:50
13:00～ 13:30 BS l BS 2 BD l BD 2 GS l GS 2 GD l GD 2
13:30^ゥ 14:00 BS 3 BS 4 BD 3 BD 4 GS 3 GS 4 GD 3 GD 4
14:00～ 14:30 BS 5 BS 6 BD 5 BD 6 GS 5 GS 6 GD 5 GD 6
14:30～ 15:00 BS 7 BS 8 BD 7 BD 8 GS 7 GS 8 GD 7 GD 8
15:00～ 15,30 BS 9 BS10 BD 9 BD10 GS 9 GS10 GD 9 GD10
15:30～ 16:00 BSll BS12 BDll BD12 GSll GS12 GDll GD12
16:00^ウ 16:30 BS13 BS14 BD13 BD14 GS13 GS14 GD13 GD14

25日

(金 )

試  合
(個人戦 )

16:30～ 17:00 BS15 BS16 BD15 BD16 GS15 GS16 GD15 GD16
8:00^ヤ 8:25 BS17 BS18 BD17 BD18 GS17 GS18 GD17 GD18

会場練習
8:25～  8:50 BS19 BS20 BD19 BD20 GS19 GS20 GD19 GD20

9:00^ヤ 9:30 BS17 BS18 BD17 BD18 GS17 GS18 GD17 GD18

9:30^v10 :00 BS19 BS20 BD19 BD20 GS19 GS20 GD19 GD20
10:20～ 11 :00 BS21 BS22 BD21 BD22 GS21 GS22 GD21 GD22

試  合
(個人戦)

11:20～ 12:00 BS23 BD23 GS23 GD23

26日

(土 )

閉 会 式 12:20～ 12:40

4



温度別適正分類表

適正範囲温度

30℃ 以上

19℃ -29℃

|    イエローグリーン

「

~~ラ

「

ア
~

_象」鯉
MIDDLE(ミけの 11℃ -21℃

14℃ 以下

ブルー

レッドmsT(ファスト)

新開発のスクリユー形状を採用

山̈一『̈一̈・取
覇ロ

MAV:S    MAV:S

350

水鳥球により近い飛行曲線

ヨネックスが新しく開発したスク

リュー形状採用のメイビス350。

打球直後にスカート部のいち早い

復几性を生み、より正確な回転

から抜群の方向性を実現 しまし

た。水鳥球に極めて近い飛行曲

線を描き、上達も一段と早まります。

もちろんスマッツュ、ドロップヘアピン

などの繊細なタッチのショットも、

魚羊やかに決まります。ナイロン球も

水鳥球に、また一歩近づきました。

天然コルクを使用  V
打球キは極めて鮮明。頭部にタォ

リティの高い天然のコルクを使用し、

快い打球感と音の手応えです。ま

た、シャトルコックに求められる耐

久性についても、コルク部とスカー

ト部の接合を強化。とても強く、強

度に耐え抜く力がぐんとグレード

アップしました。さらに体育館の温

度、温度に合わせて選べるよう、

4種類にスピードが設定されてい

ます。これで、プレイも意のままです。
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メイビス350
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伊 奈 東 中

(関東 。茨城)

岡  垣  中
(九州 。福岡)

高  松  中
(北信越 。石川)

ヴィア トール学園

洛星中

(近畿・京都 )

須 々 万 中

(中国・山口)

瓜 破 西 中

(近畿 。大阪)

会津若松第五中

(東北・福島)

平  楽  中
(関東・神奈川)

香川第一中

(四国 。香川)

男 子 団 体 (B T)

2

2 2
③

2

⑦

1

4

:

′

10

11

13

14

16

17

弘前第一中

(東北 。青森 )

宇 ノ 気 中

(北信越 。石川 )

川 口 北 中
(関東 。埼玉 )

小  俣  中
(東海・二重)

金  沢  中
(関東 。神奈川)

岱  明  中
(九州・熊本)

東  サ|1  中
(北海道)

堀    中
(開催地 。山口)

四條畷学園中

(近畿 。大阪)

①

l
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V

V

⑪

⑫

弘
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キ
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聖ウルスラ学院中

(東北・宮城)

女 子 団 体 (G・ 丁 )

3

2 2
③

0

⑬

③

⑭

2
2

⑫
2 D ′

⑩ ′

3
1

②

10

11

16

四條畷学園中

(近畿 。大阪)

三 和 東 中
(関東・茨城)

東  町  中
(九州 。熊本)

神居古渾中

(北海道)

松  原  中
(東海 。愛知)

大  殿  中
(開催地・山口)

美  サ|1  中
(北信越・石川)

弘前第一中

(東北 。青森)

立川第八中

(関東。東京)

⑦
城 山 北 中

(中国・広島)

若  草  中
(近畿・奈良)

川  島  中
(関東・埼玉)

河 北 台 中
(北信越・石川)

瓜 破 西 中

(近畿 。大阪)

京  陵  中
(九州・熊本)

伊 奈 東 中

(関東・茨城)

香川第一中

(四国・香川)
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男  子  単 (B◆ S)

片 岡 直 茂 1

(玖島中 。長崎)

川 森 大 輔 2

(明倫中・福井 )

佐 竹 友 昭 3

(神居古渾中・北海道)

甲  直 也 4
(上南中・岡山)

高 橋 幸 治 5

(伊勢崎第二中。群馬)

岸 田 健 作 6

(四條畷学園中 。大阪)

平 松 孝 浩 7

(当知中・愛知)

河 村 和 幸 8

(須々万中・山口)

Ψ
高 柳  健 9
(多賀城第二中。宮城)

福 間   豪 11

(習志野第二中 。千葉)

濱 谷 康 司 11

(勝賀中・香川)

花 田 政 文 1

(湯浦中・熊本)

O⑨

2.⑩

O ⑪

2

2

0

0

2

2 ≧

2

0

0

0

⑤

⑬  0

3戸 祭   潤
(弘前第一中 。青森 )

14今 井  努
(笠松中。岐阜)

15中 山 正 義
(石下中・茨城)

16吉 川 大 助
(香川第一中。香川)

17平  英 文
(春日中。奈良)

8加 藤   亘
(野田中・石川)

9西 田  渉
(東明中。北海道)

清 水 政 治

(瀬野川中・広島)

1尾 形 勝 崇
(富沢中 。宮城)

2野 田 亮 介
(瀬高中・福岡)

中 田 耕 司

(瓜破西中。大阪)

成 島 瑞 穂

(伊奈東中・茨城)
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丁シャツと同柄のPart 2もあります。
サイズ/S・ MoLoLL
カラー/白

』一賓
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ナイロン製 たて26× 横20cm

ポリエチレ
たて44× 横

サイズ/S・ M oLoLL(男女兼用)
カラー/白のみ

サイズ/S・ MoL・ LL(男女兼用)
カラー/白のみ

●お願い●
SPORTS KIDS
シリーズ商品は,できるだ
け仲間の方々でまとめてご注

文<ださい。総額が5,500円未満の
場合,恐縮ですが送料諸経費として
500円 を申し受けますのでご了承お願

い申し上げます。フライングシヤトル
及びシユーズ,Fresh 02と 同時にあ
申し込みの場合は跡要ありません。

め

^′

掌
白・ピンク・サックス・ブルー

白・ピンク・サックス・フル▼

カラー/ピンク・サックス
430× 1190mm

Xヽ1■ ,

m @
01~~ヽ

「麒:S穆

カセットテープが10本入ります。

口‐‐‐‐‐‐‐

総発売元

〒 146東京都大田区仲池上 |-17-15 803-726-8303 目□

t

※消費税 3%を別途申し受けます

0210-9044

0全国に広がる電話受注ネッ トワーク
東京本部 03-490-1771

●北 海 道 地 区  011-222-3932
●東  北  地  区  022-267-0511
●甲信越 。東海地区  052-775-7151
●関  西  地  区  06-361-9205
●中国・ 四国地 区  082-222-2156
0九  州  地  区  092-474-4552
(受付時間 :日 曜.祝 日を除 く9-18時 )
※フアクンミリ 03-726-8866(随 時 )

0はがきまたは電話でお申し込みください。
くお申し込み方法〉品名・数量・団体名・申

し込み責任者名・送付先・Telを 明記の上,は
がきまたは電話にてお申し込みください。即

日発送手配いたします(送料当社負担 )。
くお支払い方法〉C後 日送付される振替用紙
によるお支払い(送金料当社負担),2代金引
き換え払い,の どちらかをお選びください.

トレーナー Pa「tl ¥4,200

SPORTS K:D6
今,オシャレなヤングの間でひそかに人

気のスポーツキッズシリーズ。どこにも

ない,オリジナルなかわいさがうけてい

るみたい。持つてると,みんなに自満し

たくなつちゃうぞ〃

l l
′

●

ロロ゛
″

^

● ■口■ ●シ

ファンシーポーチ(右 ) ¥1,100

ランドリーポーチ(左 ) ¥250

Tシャツ Part2 ¥1,900

Tシャツ Partl ¥1,900

フォトフレーム (上 ) 各¥650

ネームプレート自丸型(上 ) ¥250
フアンシーミラー(左 )

ネームプレート黒角型(下 ) 各¥250

スポーツタオル ¥1,800

カセットカンケース ¥1■ 000
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男  子  複 (B・ D)

2

2

ユ

θ

の

2

′

0

箭 内・五十嵐 1
(川口北中 。埼玉)

柳 村 。山 下 2

(明倫中・福井 )

村 田・末 岡 3

(岡垣中。福岡)

t

口ヽ′

三 上・工 藤 4

(弘前第一中。青森)

藤 本・藤 井 5

(須々万中 。山口)

井 嶋・渡 辺

(大府西中・愛知)

真 岩 。米 田 7

(東川中・北海道)

安 田。木 下 8

(美保中。鳥取)

V

大 宅・山 下 9

(山内中 。佐賀)

田 中。北 川 11

(四條畷学園中。大阪)

渡 辺・横 井 11

(丸亀東中・香川)

小 竹・倉 持 1

(伊奈東中・茨城)

①

④

2

9

2

0 2

⑤

⑦

③

O ⑨

O⑩

0

l

⑬  2

⑭ 2

⑮  0

13有 田・斎 藤
(四條畷学園中。大阪)

14増 井 。工 藤
(会津若松第五中・福島)

15美濃口・塩 入
(伊奈東中。茨城)

16睦 田・森 広
(須々万中・山口)

7橋 爪 。海 瀬
(小俣中・二重)

植 田 。清 家

(香川第一中。香川)

19蒔 苗・鈴 木
(弘前第一中。青森)

飯 田。杉 山

(蜂ケ岡中・京都)

1日 野・小 倉
(江陵中・北海道)

樋 渡 。多久島
(山内中。佐賀)

川 島。杉 山

(上三川中。栃木)

岡 田。羽 田

(高松中・石川)
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"ワ[エアロギアー07]¥15,000(フルケース付)
●素材 :カ ーホン・グラファイト●フル・ワイドホティーー体成型●カラー :ミント,サックス●クリンフサイズ :33。 (細 ).3'4(極 細 )● ウェイト:90ヽ 95g
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Ihatb the name of the game

超ワイドボデイー

“

5%ulりに世界初の

ウンーティカルθフラットシヤフト

を装備した本格的厚ラク/
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の登場で現 しかも,従来
 u

、
シャフトを世界で初めて  ~
｀ 的な振り抜きの速さを実現
」
、ラケット・エアロギアー07。

これは,
Q
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ウァーティカル・フラット・シャフト 従来の円形シャフト エアロギアー07 従来のラケット

」ИETR〔》 総輸入元 メトロレジャー株式会社 〒 101東京都千代田区外神田5-6-4 TEL(03)833-3661(代 )
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女  子  単 (GOS)

米 谷 真智子 1
(弘前第一中。青森)

田 所 一 美 _2

(立川第八中。東京)

堀 内 ぢひろ
(岡北中 。岡山)

2

≧

0

2 3
④

0

2

0

2

⑩

2

′

2

2

3水 井 泰 子
(四條畷学園中 。大阪)

⑬  2
14後 藤 綾 子
(枯梗中。北海道)

15田 所 宏 美
(立川第八中。東京)

16 中 山 佐知子
(徳島中・徳島)

17谷 岡 美 保
(京陵中・熊本)

18二 見 恭 子
(春日井西部中・愛知)

9村 田 みつえ
(串中・山口)

⑮ 2
0高 田 奈津希
(美川中。石川)

矢 萩 博 美

(天童第二中・山形)

小 形 朋 子

(大宮中。東京)

吉 川  愛
⑩ O  (八 代第二中。熊本)

後 藤 さゆり

(袋原中。宮城)

①

2⑨

2⑩

2⑪

⑤

Ｄ

）2
⑭

０

　

０

≧
半
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妥
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V堀
川 倫 子 4

(愛知淑徳中・愛知)
②

高 橋 美 紀 5

(四條畷学園中。大阪)

佐 藤 純 子 6

(西陵中・北海道)

寺 尾 宏 美 7

(犀川中・石川)

本 坊 香 苗 8

(平城東中・奈良)

ヽノ
サ|1 崎 由紀子 9
(立川第八中。東京)

三 井 寛 子 1

(鴻南中・山口)

檀 原 有 理 1

(香川第一申・香川)

宮 村 亜貴子 1
(京陵中。熊本)
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④通気性:新素材カロックス
シューズのアッパー部には、新メッシュ素材カロックスを採用。
従来のメッシュの約2倍 (当社比)の通気性が、選手の足のムレを防ぎ、快適性をキープ。
しかも、軽量でクッション性にもすぐれています。

③ホールド性:ミッドカットタイプ
足首をやわらかく包みこむミットカットタィプ。横への動きもサポートします。
選手の激しい動きに対応する、すぐれたホールド感を追求しました。

●かかと部 :衝撃吸収材ソルボセイン内蔵の
カップインソールを採用。選手の足を守ります。
●アウトソール部:2色ラバーハーフシェルソールの採用で
屈曲性、ストップ性が向上。さらにビボットリングが
多方向への動きをサポートします。
●つま先補強部 :縫製糸は耐摩耗性にすぐれた
ケブラー糸を使用し、耐久性を高めました。

バドミントンは,足だ。

2

ヽ

MASTER CROSS DX RuntslaD
¥9,500 7KIM-0114 ホワイトXメタリックネイビー(ゴールド)RBライン
0サイズ/23.0～ 28.0。 日本製
●「記載価格は税抜き価格です。消費税相当額はお客様にご負担いただくことになります。」
0ミ ズノ製品についてのお問い合わせ。こ相談は

一
 「ミズノお客様商品相談センターMuSIC」 MIZUNO uSER SERVICC iNFORMAT10N CENTER

〒101東京都千代田区神田小川町3T日 22 TEL(03)233-7110 〒553大阪市福島区菫洲3丁 目6番 29号 TEL(06)454-5001
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松 原 。飯 間 1

(香川第一中・香川)

稲 垣 。松 原 2

(広陵中・北海道)

村 上・時 任 3

(東町中・熊本)

岡  ・貴 田 4
(聖ウルスラ学院中。宮城)

菅 原・岡 村 5

(小平第四中。東京)

明 神・森 繁 6

(岡北中。岡山)

井 上 。中 園 7

(松原中・愛知 )

松 田。 堀  8
(美川中・石川)

V

山 崎・奥 沢 9

(旭中・栃木)

稲 宮 。対 馬 1

(津軽中 。青森 )

森 川 。野 田 11

(大和中。佐賀)

信 田・川 口)1

女  子  複 (G・ D)

′

0

2

2

④

2

0

13佐 藤・茂 木
(伊奈東中・茨城)

14田 坂 。植 田
(泉川中。愛媛)

15堂 田・辻 本
(若草中・奈良)

16山 田・佐 竹
(聖ウルスラ学院中。宮城)

17 蔦  ・野津山
(城山北中。広島)

18伊 藤 。中 山
(熊本信愛女学院中・熊本)

9増 茂 。中 山
(神居古淳中・北海道)

橋 本・山 根

(大殿中・山口)

1間 瀬・佐 藤
(大府西中・愛知)

柳 田・古橋安
(鬼怒中。栃木)

3藤 原 。中 村
(陵南中・兵庫)

森  。一 花
(高松中・石川 )
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③NTT体育館
④山口大学体育館

⑤ホテルタナカ (夜間本部 )
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GOSEN
GOS[N

世界初のプロケネックスの試み。
シヤフトの復元力が向上。

PTS構 造 的 WER TAPER SYSTEM)

インパクト直後のシヤフトの復元力が向上し、
反発エネルギーをロスなくシャトルに伝達しま魂
スピ~デイ~、 アタツキーなシヨットはもちろな 特に
スマッシュ時のフレスウィングで、ヘッド部の遅れ
が解消。破壊力のある鋭く沈むショットを打ちこ
むことが'できま魂

スー′
´~ヽ

ハイモジュラス(高密度)カーボンに、弾
′ 高い

ボロンをプラスしたのがスーパーカー′ν TS
構造の特性を高め、ラケットの反発力を極限ま
で引きだしま魂また、ミリ単位のコントロールショッ
トを確実にする振口

留日晉
ヵを獲得しました。
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発売元/株式会社ゴーセン 本社●〒540大阪市中央区内淡路町3-卜 17● (06)942-5871代
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身阻者女ロ ンカ
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(男 子 団 体)

関  東

:妊  畿

出 場 選 手 名 簿

プロッ
ク 名

都道府
県 名

学    校   名
監督名・マネージャー名

選 手 名 ○印 主将

北海道 北海道
東 川 町 立 東 川 中 学 校

久 保 隆 義

○真岩  忍 (3)米 田和 典 (3)山 中貴満 (3)西 田  圭 (3)
米 田仁 司 (3)浅 沼 浩一 (3)石 倉  動 (3)

ラに| 」ヒ

青  森
弘 前 市 立 第 一 中 学 校

高 屋  仁 ・ 蒔 苗  淳
○戸 祭  潤 (3)三 上 伸 ― (3)鈴 木 宏章 (3)蒔 苗  亮 (3)
工藤公世彦 (3)佐 藤 善継 (3)山 口将治 (1)

福  島
会津若松市立第五中学校

荒 井 恒 明 。中 海 宏 昭

○増井 俊 一 (3)工 藤 一宏 (3)小 椋 博幸 (3)長 嶺 義仁 (3)

安 部 政 道 (3)塚 越  純 (3)

茨  城
伊 奈 町立 伊 奈 東 中学校

国 井  徹 。大久保和人
○成 島瑞 穂 (3)小 竹 好 文 (3)倉 持 敏彦 (3)美 濃 口進 (3)

塩入 一 清 (2)猪 瀬 勝 也 (3)文 随 正和 (2)

埼  玉
川 口 市 立 北 中 学 校

原  登志雄・ 青 木 秀 時
○箭 内将 人 (3)加 賀 谷 洋 (3)五十嵐豊晴 (3)桜 井一 貴 (3)

殖 栗 秀 治 (2)八 角 徳彦 (3)戸 崎 政 司 (2)

神奈川
横 浜 市 立 金 沢 中 学 校

後 藤 秀 晴

○浅 見城 輝 (3)川 底 潤二 (3)小 沢

栗 田  健 (3)若 杉  仁 (3)野 崎
慶 (3)久 光 邦 晴 (3)

健 (3)

神奈川
横 浜 市 立 平 楽 中 学 校

千 田 晴 久

○利安 慶 昌 (3)岩 下  聡 (3)伊 坂 研 司 (3)高 橋 大祐 (3)
関 山  学 (3)原 田修 一 (3)広 原  誠 (3)

北信越

石  川
高 松 町 立 高 松 中 学 校

香 林 直 晴 ・ 瓦  大 介
○岡 田宏 邦 (3)羽 田英 克 (3)山 内 泰志 (3)堀 田建悟 (3)

北 口正 三 (3)小 川 直哉 (3)山 内健二 (3)

石  川
宇ノ気町立宇ノ気中学校

野 川  徹 。田 辺 憲 政
○宮 下 貴 夫 (3)安 島俊 治 (3)山 越

喜 多 弘 一 (3)宮 越 秋 次 (3)松 本

淳 (3)宮 村 秀 昭 (3)

泉 (3)

東  海 重
小 俣 町 立 小 俣 中 学 校

松 田  健 ・ 奥 村 英 一
〇小林 洋 介 (3)中 西

海瀬 武 道 (3)松 本

康 (3)浜 □周 一 (3)橋 爪  淳 (3)
敦 (3)梅 村 一義 (2)

大  阪
四 條 畷 学 園 中 学 校

仲 尾 信 一 。杉 田 忠 邦

○有 田浩 史 (3)斉 藤  俊 (3)岸 田 健作 (3)田 中宏和 (3)
北 川  明 (2)甲 林 裕 史 (2)山 崎 梯 弘 (2)

大  阪
大 阪 市 立瓜 破西 中学校

旭  宏 幸 ・ 野 口照 夫
○川 口悟 司 (3)中 田耕 司 (3)城 谷 泰弘 (3)柳  正樹 (3)
荻野 和 也 (2)佐 藤 隆一 (2)内 田倍 敏 (2)

京  都
ヴィア トール学園洛星中学校

上 杉 光 蒲 。年 岡 英 昭

○西村 公 一 (3)後 藤 久 典 (3)中 森 雅之 (3)弓 削裕 嗣 (3)

渡辺 哲 周 (3)山 本  隆 (3)柳 生 茂希 (2)

中  国 山  口
徳 山 市 立須 々万 中学校

佃   博・ 土 江  良
○睦 田健 二 (3)森 広 浩 二 (3)藤 本  誠 (3)藤 井 宏紀 (3)
山片 啓 嗣 (3)河 村 和 幸 (3)工 藤 賢二 (3)

四  国 香  川
香川町立香川第一中学校

北 川 幸 子 。新  建 二
○植田真之 (3)清 家陽介 (3)川 村康範 (3)吉 川大助 (2)

村上和隆 (2)林  祐介 (2)久 保敬文 (2)

九  州

熊  本
岱 明 町 立 岱 明 中 学 校

田 中 文 朗 。境  芳 生
○高本 隆一 (3)小 柳 誠 実 (3)霜 上 晋二 (3)西 山勝也 (2)

杉本 譲 二 (2)田 上 尚寛 (1)田 上  修 (1)

福  岡
岡 垣 町 立 岡 垣 中 学 校

田 中 和 則 。武 内 浩 平

○村田真之助 (3)村 田将 司 (3)末 岡 久人 (3)林  伸 賢 (3)
杉本 聖 太 (2)川 合 大 咲 (1)花 田浩 二 (2)

開催地 山  □
徳 地 町 立 堀 中 学 校

楢 崎 悦 夫 ・ 山 本 重 治

○山本 昌広 (3)仲 子 敦 司 (3)田 立 和男 (3)福 田 一 (3)
山村 礼 至 (3)野 村 弘志 (3)水 津 康正 (3)
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(女 子 団 体)

出 場 選 手 名 簿

○川崎由紀子 (3)田 所 宏 美 (3)田 所 一 美 (3)一 戸 和 美 (2)

松 井 由香 (2)米倉加奈子 (1)中 田陽 子 (1)

○大 田貴 子 (3)徳 岡泰子 (3)山 名 奈 智 (3)山 本  恵 (3)
安 城  香 (2)山 本静 香 (2)長谷久美子 (2)

プロ

ク
ツ

名
都道府
県名

学   校
監督名・マネージャ

名
―名

選 手 名 ○印 主将

北海道 北海道
旭川市立神居古渾中学校

中 村 光 生・ 笠 井 毅 明

○福 井 和 子 (3)三 階裕 美 (3)十  三 佳 (3)増 茂 孝 枝 (2)
中山智香子 (2)戸 田雅 美 (2)西 谷 慶 子 (1)

J員:  」ヒ

宮  城
聖 ウル スラ学 院 中学 校

片 桐  勉・ 石 井 陽 子
○岡 加代子 (3)山 田裕美 (3)佐 竹 朋 子 (3)高 野 圭子 (3)

貴 田  泉 (2)遊佐やよい (2)友 利 奈 々 (2)

青  森
弘 前 市 立 第 一 中 学 校

和 島 秀 美 。加 藤 弘 幸

○米谷真智子 (3)雪田真貴子 (3)工 藤 智 子 (3)岡 本 洋 子 (3)

工 藤 有 子 (3)珍田ひとみ (2)渡辺ひとみ (2)

関  東

東  京
立川市立立川第八中学校

渡 辺 重 己・ 坂 下 幸 恵

埼  玉
川 島 町 立 川 島 中 学 校

名 倉 康 弘・ 山下真由美

○丸 山朗 子 (3)石 川 三弥 (3)梶田めぐみ (3)神 山和 枝 (3)

石 川 仁 美 (2)猪 鼻朋 子 (2)高 橋 理 香 (2)

茨  城
伊奈町立伊 奈東 中学 校

国 井  徹 。中 山  緑
○田丸 繭 美 (3)佐 藤深雪 (3)谷 沢  恵 (3)茂 木 弥絵 (3)
熊谷奈津子 (3)加藤亜紀子 (3)小 島美 幸 (3)

茨  城
三和 町立三 和 東 中学 校

長 瀬 一 治 。中 村 由 香

○冨張真由美 (3)朝 日美恵 (3)染 野 恭 子 (3)舟 橋 裕子 (3)

弓指 順 子 (3)田 島千春 (3)宇 田悦 子 (3)

北信越

石  川
七塚 町立河北 台 中学 校

森 川  徹・ 宿 野 美 和
○笠 嶋 理 絵 (3)小 寺夕夏 (3)古谷みなり (3)坂 野 紀 子 (3)

宿 野 牧 子 (3)羽 喰涼 子 (3)杉 本  恵 (2)

石  川
美 川 町 立 美 川 中 学 校

水 内  浩 。本 川 恵 美

東  海 愛  知
春 日井市立 松 原 中学 校

市 川 泰 博 。宮原名知代

○中 園 文 江 (3)井 上久 美 (3)古澤麻登佳 (3)梶田由加里 (3)

伊 藤 真紀 (3)中 出綾 子 (2)木 村  泉 (2)

近  畿

大  阪
四 條 畷 学 園 中 学 校

杉 田 忠 邦 。仲 尾 信 一

○信 田富 貴 (3)喜 多 明子 (3)和 田一 子 (3)川 口桐 香 (2)

水 井 泰 子 (2)淵 側博美 (2)市 橋 美 紀 (1)

大  阪
大阪市立瓜 破 西 中学 校

野 口 照 夫・ 平 田 美 奈

奈  良
奈 良 市 立 若 草 中 学 校

岡 田 匡 代 。中 井 尚 美

○中 野 陽 子 (3)辻 本友紀 (3)堂 田裕 子 (3)辻 中 実希 (2)

秦  愛 子 (2)森 岡真生 (3)

中  国 広  島
広 島市立城 山北 中学 校

高 木 義 仁 。大田みゆき

○蔦  慶 子 (3)野津山美夏 (3)用皆絵美子 (3)森 川 直美 (3)
秋末美由紀 (2)森 川恵 子 (2)荒川美由紀 (2)

四  国 香  川
香川町立香川第一中学校

松 田 佳 代・ 徳 永 郁 子

○松 原 順 子 (3)飯 間容 子 (3)川田真由香 (3)境  由紀 (3)
檀 原 有理 (2)林 美 由紀 (2)土居由香里 (2)

九  州

熊  本
熊 本 市 立 京 陵 中 学 校

西 原 憲 児 。東  里 英
○宮村亜貴子 (3)大 串朱美 (3)谷 岡美 保 (3)原 野 美紀 (2)

松 浦  幸 (2)川 添  忍 (1)浦 田明子 (1)

熊  本
熊 本 市 立 東 町 中 学 校

田 原 幹 資 。古 庄 理 恵

○隈部友紀子 (3)村 上 直美 (3)時 任 美 紀 (3)福島さつき (3)
八 日 由貴 (3)古閑迫美香 (3)渡 辺 尚子 (3)

開催地 山  口
山 口 市 立 大 殿 中 学 校

徳 本 法 子 。新 田 寿 恵

○橋 本 綾 乃 (3)山根麻由子 (3)矢 野 和 子 (3)松村江里子 (3)
前 田奈 美 (2)小 野妙子 (2)宮 原 麻 美 (2)
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○松田奈緒子 (3)堀  悦子 (3)高田奈津希 (3)愛多地永里子 (3)
田 中友 紀 (3)石 井治 子 (3)福 島千 夏 (2)



年 開催地

回

　

数

勝優 勝準 優

三  位
都 道 府 県
学 校 名

監  督  名
マネージャー名

選   手   名 都 道 府 県
学 校 名 マネージャー名

監  督  名
選    手   名

1971 東 京 都

第

１
回
滋  賀  県

仁

男

義

初

幡

人

西

井

和
治
美

正
俊
克

水
岡
瀬

清
丸
広

治
洋
彦

金
　
光

村
野
尾

西
小
平

福 井 県 岡 本 政 幸
将
男
治
輝
政

片

口
井

西
坂
藤

三

一

勝
豊
田
沢
増
古

長谷川 博幸 県

県

良

山

奈

富

1972 名古屋市

第

２
回
奈 良 県

寛

作耕

村

田

木

上

美
夫
洋

健
和

公

切

田
山

堀

岡
平

雄
浩

和

薔
伸
久

井
岡
倉

巻
吉

小
石 り|1 県

徹

郎
一

川

田

森

高

昭

一
明

利
慎
教

門

川
下

大

西
山

裕

人
雄
直
常

野
井

田

牧
酒

岡

県
県

井
本

福
熊

1973 宇都宮市

第

３

回
滋 賀 県

嗣
英
紀
孝
田
村
森

木

男
徹

司

力
　
博

Ｂ
内
菫

―
之

ｌ

山
山
西

昇
進
秀清

元
幡
岡

寺
北
山

栃 木 県
子

子紀“
原

山
塚
杉

厚
茂

一浩

聡
通

ロ

水
佐
山

明
泰

男

博
　
芳

瀬
　
生

猪

鯨
船

県

県

良

庫

奈

兵

1974 東 京 都

第

４
回
滋 賀 県 二

嗣

健
紀
原

田

藤
森

司
宏

和

忠部

岡

矢

西

宇野垣

司
喜

樹

博

繁

和

山

田

田

西
吉

山
福 井 県

幸
子
政
則
田
田
岡
富

二
孝

一

琢
昌
幸

村
道

田

玉
海
武

広

一
嗣

政
勇
哲

田
川
阪

上
前
大

県

県
玉

岡

埼

福

1975 東 京 都

第

５
回
熊 本  県

寛

一幸

野

石

長

本

蔵

敏

介

庄

秀

圭

■

斐

次

舞

甲

三

徳

彦

生
一

俊

正

．

石
井
殖

本
酒
録

滋 賀 県
茂

正
高 橋

谷徳

至

弥
浩
一
正

野
坂
村

桑
岩
保

正
弘
司晴

川
本

川

滝

宮
中

県
県

良

玉

奈
埼

1976 仙 台 市

第

６

回
熊 本  県

寛

憲泰

野

藤

長

加

弘
介
章

好

圭
哲

口
次
上

原

〓
井

二
彦
介

浩
泰

英

藤
岡
上

権
村
村

栃 木 県
倍
雄充

藤
弥
斎
上

明
則
夫

史
安
幸

田
橋
本

尾
高

坂

浩

正
幸

良
　
利

場
卵
羽

馬
小
赤

県

県

城

良

宮

奈

1977 伊 勢 市
第

７
回
熊 本  県 原  建 身

長 野  寛

章
裕
介

哲
和
大

上

川
石

井
松
本

二

一
隆

裕

圭

木
　
山

高
堺
丸

栃 木 県
子
宏
紀原
沼
塚
水

円

一
二

純
祥

堀
木
野

大
鈴
上

志
稔
己

正
　
和

島

下
瀬

大
石
猪

県

県
劉
玉
神
埼

1978 名古屋市

第

８
回
神 奈 川 県

郎

保
三
―

兼

利
田
内

須

鹿

裕
孝
泉
宣
田
床
村

豊
上
中

則
行
渉

文
秀
山
良
野

杉
奈
平

熊 本  県
寛

利孝
野
村
長
今

幸

二
昭

和
浩
英

田
口
沢

福
山

三

男
郎
男

幸
俊
幸

藤
　
中

伊
東

田

県

県

木

玉

栃

埼

1979 神 戸 市

第

９
回
大 阪 府

次

守

健口

田

出

中

男
誠

吾

吉
　
真

本

田
岡

杉

福
鶴

則

弘
勲

正
昌
川
市
上

前

見
村

茨 城 県
文

夫

喜

一

立

島

神

小

学

弘
幸
敏
宣

香
輪
尾

朝
大

横

均

弘
教
昭
義

原

　

藤

江
森

武

県

県

木

潟

栃

新

1980 熊 本 市

第

１０

回

都

立

中
京柿
四

東

調
第

椙 山 松 良

次
夫
哲

竜
幹岡
沢

谷

正
藤

典
之
逸

昭
啓
伸

田
木
川

福

瀬
本

県

立

中

玉柿進

埼

越
栄

加 藤  勝
一
之
郎

裕
雅
次

内

浦
島

長
杉
中

二

一
昭

祐
勇
博

俣
咲
島

猪

藤
大

立
中

立
中

市

　
市
和

東
　

井

，

伊

南
福
成

1981 奈 良 市

第

Ｈ
回

県

立
中

‥
市

―

本

本
．

熊

熊
桜

増 田 市 子

行
彦
文

直
豊
春

田
下
村

鶴

山
藤

夫

一
也

俊
謙
哲

木
　
俎

勝
林
阿

道

立
中

海
師
陵

北
滝

江
若 松 重 義

雄

明
紀

智
豊
良

藤
川
浦

佐
中

松

志

人
学

広

靖
藤
居

佐

中
西

立
中

立
中

市
住
市

霰

谷
ｉ
浜

，

越
栄
横

戸

1982 新 潟 市

第

１２

回

県

立

中
井姉陽

福

福

光
江 岸  徹

史

年
男

清
勝
和
野
橋

提

水
高

行
男
次
夫

輝
幹
宏

武

藤
中
林
竹

佐

田
木
佐

県

立
中
玉柿進

埼
趣
栄

加 藤  勝

幸
志
幸

寛

恒
浩

沢
坂
谷

村
藤
水

隆

児
之
志

憲

裕

一

橋
島
村
内

石
大
藤
山

姉塚阪條口

欄
戸
大

四
学

1983 新 庄 市

第

１３

回

本
立
中
市

‥

本
饉

熊
熊
桜

増 田 市 子

猛
男
哉

秀

伸

住

本
村

久
小
中

志

久
也
大

高
義
減

谷
本
津
永

紙
小
欧
富

県

立
中
城勁野

表
明
明

小 島 一 夫

二
猛
聡

孝田
村

田

島
木
島

夫
勉
治

一

晴
　
警

恒

吉
細
山
井

大

大

杉

直

立
中

立
中

師田獅
達

戸
戸
越
栄

1984 大 阪 市

第

１４
回

県

立
中
玉柿進

埼
越

栄
加 藤  勝

隆
彦
裕
勝

昭

井
口馴

石
田
小

基

一
勝

弘

英
昭
英
隆

本
畑
根
賀

岡
大

関
須

県

立
中

ｔ

二

木

膚
第
口
山

栃

小
小

大根田 康子

晴

昭
幸

佳
史

一

藤
賀
塚

斉
佐
大

治
宏
雄

匡

玲
泰
忠

津
野
連
中

秋
平
江

田

立
中

立
中

町

５
市
セ

市
．
川
目

上
上
滝
江

1985 登 別 市

第

１５

回

県

立

中
本卿明

熊
岱
岱

子

二

彰

英

峯

ロ

高

江

司
時
也

恵
竜
哲
村
丸

塊

西
牛

也
介
信

宏

譲
陽
秀
和

村
中
野
上

高
村
春

霜

県

立
中

１
町

，

世
市

．

富
上

上

順
志
由
岳
島
縄
高

藤

史
博
勝

清

昭
義

橋
原

田

高

長
沢

明
車
悦

一

真
桔
淳

諄

田
　

田

池

種

沢

堺

立

中

立

中

れ

　
有

脂
陵
徊
進

滝

江
越
栄

1986 真 岡 市

第

１６
回

県

立
中

―
町
台

り

塚
北

石
七
河

徹

之公

川
上

森

池

諄
郎
隆
史
寛

井

野
瀬

北
越
崚

秀

一
靖
勲

芳

幸谷
野
村

花
紺

坂
中

県

立
中

川
市
ミ

奈
浜
Ｊ

神

槙
金

晴

友
秀
康
藤
井
後
藤

夫
暁

夫

昭
　
幸

木

田
田

鈴
座

松

剛
透

弘
敦

貴

本
野

本
森

橋
市
根
高

啜

中

立
中

條園輸
田

四
学
六
堅

1987 春日井市

第

１７

回

県

立

中

―

町

ヽ
ヽ

Л

松

磁

石

高

高

志

禎

外
真
野
津

浅

金

弥

司
広

新
孝
孝

中
野
竹
草

西

勲
久
郎
朗

晴
燃
喜

津
多

田

会
大
柴
森

部

立
中
京鰤無第．

東

田

田

嶋
浦

田

三

隆

猛

紀
聡
仁

正
　

琢

川

口
藤

柳

野
後

二
志

勇
広

真
武
　
高

野
崎

田
藤

松

山
朝
後

立

中

立

中

市

　

市

価
．縮
．

弘
第
宇

第

1988 盛 岡 市
第
１８
日

都

立

中

¨
コ

一

京輌鰤

東

田

田

隆

慶英

嶋

割

田

長

之

平

幸

浩

洋

忠

岡

田

橋

長

合

土

起

樹

樹

雄

博

直

元

秀

野

田

浦

田

茂

増

山

福

府

畷

中

阪

条

園

大

四

学

一
邦

信

忠

尾

田

仲

杉

作

和

明

健

宏

田

中

川

岸

田

北

郎

也

俊

史

江
哲
　
浩

＝

田

藤

田

西

増

斎

有

立

中

立

中

赫前第．胸
～‐‐第一

弘

弘

香

香

男 子 団体
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過 去 の 栄 冠



年 開催地

回

　

数

優 勝 優 勝準

三  位
都 道 府 県
学 校 名

監  督  名
マネージャー名

選   手   名
県
名
府
交
通
１
都
学

監  督  名
マネージャー名

選   手   名

1971 東 京 都

第

１
回
大 阪 府 渡辺 真規子

杉 田 忠 邦

瀬 野 清 美・ 山 本 邦 子
山下 美息子・植野 恵美子
広 瀬 純 子・ 秋本 美津子

新 潟 県 遠 藤 武 也
後 藤 和 子

道端 恵美子・落 田 典 子
池 田 信 子・前 田 恵 美

落 田 陽 子・藤田 美智子

岡 山 県
富  山 県

1972 名古屋市

第

２
回
大 阪 府 杉 田 忠 邦

佐 藤 嬉 子

植野 恵美子・秋本 美津子
山 本 邦 子・ 河 村 裕 子

北村 寿弥子・石 り|1好 子
奈 良 県 木 島 敬 博

里 見 多 聞

岩 井 史 子
吉 答 育 子
西川 由賀里

中 西 利 子

奥 谷 尋 子
桐 山 綾 子

滋 賀 県
東 京 都

1973 宇都宮市

第

３

回
滋 賀 県 飯

田 照 男
中 川 朋 子

小西 紀代子
黒 岩 正 子

柴 田 真 弓

川 崎  泉
岡 本 久 子
三 上 孝 子

東 京 都 平田 登志郎
池 田 昌 道

徳 永 願 子・ 水野 ふみ子
流  加代子 。加 藤 幸 子
寺島 由紀子・ 長谷川 佳子

新 潟 県
福 井 県

1974 東 京 都

第

４
回
大 阪 府 杉 田 忠 邦

渡辺 真規子
河 村 茂 美・ 阿 部 俊 子
馬 場 恭 子・ 平  久美子
陳  福 輝・ 金 子 房 子

熊 本  県 野
々口 清介
広 瀬 邦 照

野 中 弘 美・ 相 良 裕 美
中村 美世子・ 高松 久仁子
原 口 息 子・河内 まゆみ

福 井 県
富 山 県

1975 東 京 都

第

５
回
熊 本  県 野

々ロ

山 本

清介

義 人

高松 久仁
川 添 安
高 峰 彩

.子・ 原 口 息 子

代・ 相 良 裕 美

松 末 嘉代子
北 海 道 袴 田 欽 美

西 森 幹 彦

小 塚 理 世
中 村 悦 子
佐 藤 朱 美

児 玉 和 美
柳 沼 瑞 代

高松  みどり

大 阪 府
福 井 県

1976 仙 台 市

第

６

回
滋 賀 県 飯 田 照 男

久 保 明 雄

西村 美千代・ 青 山 寿 美
高 崎 敏 子・岩 見 洋 子

倉 見 安 世・磯野 恵理子
大 阪 府 杉 田 忠 邦

水 井 良 平

北田

大関
田中

スミ子・ 松 田

恵津子・植田
かをる 。山1口

全 代
日出子
典 子

熊 本 県
埼 玉 県

1977 伊 勢 市

第

７
回
熊 本  県 野

々口 清介
中 田 秀 夫

高 峰 和 子・ 松永 嘉代子
森本 美佐子・ 志水 さとみ
陣内 貴美子・中 村 由 美

北 海 道 袴 田 鉄 美
西 森 幹 彦

高 橋 と み・佐 藤 啓 子

藤 永 由 香 。西 岡 孝 子
松 山 早 苗・佐々木 久江

滋 賀 県
香 り|1 県

1978 名古屋市
第

８
回
熊 本 県 野

々口 清介
葺 原 健 身

陣内 貴美子
一 村 由 美
森 山 弘 美

橋 口 潤 子
井 村 由 美
高 峰 尚 子

神 奈 川 県
須田 兼二郎
鹿 内 利 保

金 子 直 校・ 松 岡 典 子

大 岩 弘 技 。大竹 真紀子
熊沢 加代子・ 屋 代 利 子

大 阪 府
埼  玉  県

1979 神 戸 市
第

９
回
熊 本  県 原  健 身

後 藤 早 苗

森 山 弘 美 。高 峰 尚 子
三 由 純 子 。上 村 美 香
大島 みどり。平山 真由美

大 阪 府 松田 大嘉子・押 切 美 喜
石 井 香 澄・鴻 原 春 美

埼

神

県

県

玉

奈 川

1980 熊 本 市

第

１０
回

熊 本  県
熊 本 信 愛

女 子 院 中

兼 子 春 美
上 村 美 香・ 青木 きよみ
東 山  薫・ 山 田 美 紀
平井 真由美・佐藤 由美子

大 阪 府
四 條 畷
学 日 中

杉 田 忠 邦
鴻 原 春 美・原田 いずみ
末 房 政 美・ 荒 井 桂 子

新 木 貴 子・ 市 川  綾

川 口 市 立

芝   中
香 川 町 立
香川第一中

1981 奈 良 市

第

Ｈ

回

大 阪 府
四 條 畷
学 園 中

杉 田 忠 邦

新 木 貴 子・和 泉 昌 子

片 岡 明 子・市 川  綾
今 村  薫・馬 場  環

熊 本 県
熊 本 市 立

出 水 中
吉 島 哲 哉

高 田 美 和・林  幸 技
本 田 浮 子・米津 ゆかり
清 水 尚 美・米岡 有紀子

越 谷 市 立
栄 進 中
香 川 町 立
香川第一中

1982 新 潟 市

第

１２

回

茨 城  県
明 野 町 立

明 野  中
小 島 一 夫

関   富 子・ 古宇田八重子
木住野かおる 。本 橋 優 子
坂 入 律 子・坂 入 悦 子
松 本 啓 子

熊 本 県
菊 池 市 立

菊 池 南 中
西 村 売 子

田代 美智代
毛 利 千 秋

岩 男 徳 子

中原
安 違
田村
河津

紀代美

優 子

真理子

美奈子

浜 市
塚
潟 市

屋

横

戸

新

関

立

中

立

中

1983 新 庄 市

第

１３

回

茨 城 県
明 野 町 立

明 野 中
小 島 一 夫

平 塚 康 愛
赤城 ひとみ
大久保 典江
穂 積 千 草

松 本 啓 子

坂 入 直 美

関  裕 子

本
前 市
熊

弘

第

県

立

中

今 村 孝 行

西沢 紀代美 。渡辺
林   美 布・内田
津 下 郁 恵・ 戸泉
白 畑 美 和

喜美子
美奈子

和加子

石 岡 市 立
石 岡 中
上砂川町立
上 砂 川 中

1984 大 阪 市

第

“
回

大 阪 府
四 條 啜
学  園 中

杉 田 忠 邦

北 川 実 子・ 利 川 貴 子
三ツ川 貴子・南 里 泰 子
南 里 高 子・ 岩 田 良 子
荒 井 則 子

青 森 県
弘 前 市 立
第 一 中

高 屋  仁

乳 井
和泉
佐々

倉 光

智 秋
美息子
由美子
愛 美

三浦 美紀子
藤 田 範 子
田 中 千 賀

越 谷 市 立

栄 進  中
熊 本 市 立

京 陵  中

1985 登 別 市

第

１５
回

熊

熊

京

本  県
本 市 立

陵  中

今 村 孝 利
後 藤 利 子

金 田 理
吉岡 千患
松 本 理
本 田 顕

恵・林  美 校
.子・ 高 木 菊 子

恵・ 小 原 康 代
子

埼 玉 県
越 谷 市 立

栄 進  中 海野  
かお

加 藤 勝
り

船 津 佳 子
若 井 清 子
西条 みゆき
山 口 幸 恵

早川 恵美子
加賀 ゆかり
自井 ちかげ

四 條 吸
学  園 中
宇都宮市立

鬼 中

1986 真 岡 市

第

１６

回

香 り|1 県
香 川 町 立
香川第一中

新  建 二
長 尾 文 代

六 車 證 子・ 古 田 幸 代
,子・ 壇田 恵理子
美・ 小 野 昌 子
美

米崎
村 尾
百 相

由紀 ,

佳

栃 木 県
宇都宮市立
鬼 怒 中

神 長 信 夫

塩 田 恵 美

高 岡 千 穂・小 松 隆 子
柳 田 晃 代・佐々木 紀子
鈴 木 洋 子・斉 藤  忍
大久保 弘美

四 條 畷
学  園 中
熊 本 市 立

西  山 中

1987 春日井市

第

１７

回

香 りll 県
香 川 町 立
香川第一中

新  違 二
長 尾 文 代

平 木
糊1沢
富田

河北

祥 子 。大 角
ゆ み・土居
美津枝・村
奈津美

美 和
亜須香
香

青 森 県
弘 前 市 立

弘前第一中

和 島 秀 美

福士 亜紀子

花 田  薫 。工 藤 佳 子
岡 本 朋 子・ 笹  真由美
相 馬 麻 美・ 館 田 賢 子
米谷 真智子

岡 垣 町 立

岡 垣 中
越 谷 市 立

栄 進 中

1988 盛 岡 市
第
１８
回

宮 城 県
聖ウルスラ

学 院 中

片 桐  勉
小野 寺 裕 美

橋 本 淳 子
窪 田  香
林  千 加
千葉あゆみ

高 橋  歩
岡 加代子
山 田 裕 美

栃  本  県
字 都宮 市立

鬼  怒  中

神 長 信 夫
古 橋安紀 子

大久保 裕美

斎 藤  忍
塩 田 恵 美

長谷川菊枝

矢 後かおり
田 村 麻 理

村 上 息 子

条

園

川 町

香川第一

四

学

香

畷

中

立

中

女 子 団体

過 去 の 栄 冠
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杉 田 忠 邦
北村 寿弥子



(男 子 (国 人)

関  東

近  畿

出 場 選 手 名 簿

ロブ

ク
ツ

名
都道府
県、 名 。

名
名

一

督

ヤ

監
ジ
名

一

校
ネ
学

マ
選手名 (単 ) 都道府県名

。
名
名

一

督

ヤ

監
ジ
名

一

校
ネ
学

マ
選手名 (複 )

北海道

北海道
室 蘭 市 立 東 明 中
南 部  務 西 田  渉 (3) 北海道 東 川 町 立 東 川 中

久 保 隆 義
真 岩  忍 (3)
米 田 和 典 (3)

北海道
中
明
渾
毅
古
井
居
笠
神

・

立
生
市
光
川
村
旭
中 北海道

滝 川 市 立 江 陵 中
若 松 重 義・ 宍 戸 慶 介

晃
司
昌
隆
野
倉
日
小

３

３

東 」ヒ

青  森 弘 前 市
立 第 一 中

高 屋  仁・ 蒔 苗  淳 戸 祭  潤 (3) 青  森
弘 前 市 立 第 一 中
高 屋  仁 。蒔 苗  淳

蒔 苗  亮 (3)
鈴 木 宏 章 (3)

宮  城 仙 台 市 立 富 沢 中
紺 野 広 利・ 佐 藤 栄 邦

尾 形 勝 崇 (3) 青  森 弘 前 市
立 第 一 中

高 屋  仁・ 蒔 苗  淳
三 上 伸 一 (3)
工藤公世彦 (3)

宮  城 多 賀 城 市
立 第 二 中

遠 山 勝 治 。小 笠 原 順
高 柳  健 (3) 福  島 会 津 若 松 市 立 第 五 中

荒 井 恒 明 。中 海 宏 昭
増 井 俊 一 (3)
工 藤 一 宏 (3)

茨  城 伊奈町立伊奈東中学校
国井  徹 。大久保和人 成 島瑞 穂 (3) 埼  玉

川

原

口 市 立 北 中
登志雄 。加 賀 谷 洋

箭 内 将 人 (3)
五十嵐豊晴 (3)

群  馬 伊勢崎市
立伊勢崎第二中学

校 今井貴代・横山秀之 高 橋 幸 治 (3) 茨  城
伊 奈 町 立

国 井  徹
伊 奈 東 中
.大久保和人

小 竹 好 文 (3)
倉 持 敏 彦 (3)

千  葉 習
志野市立習志野第二中学
校 吉田俊弘・榊原崇弘 福 間  豪 (3) 茨  城

伊 奈 町 立 伊 奈 東 中
国 井  徹 。大久保和人

美濃口 進 (3
塩 入 一 清 (2

)

)

茨  城 石 下 町 立 石 下 中 学 校
上 家  治・ 荒 井  孝 中 山 正 義 (3) 栃  木

中
淳

上 三 川 町 立 上 三 ′

猪 瀬 藤 衛 。大 野

川 島 正 之 (3)
杉 山 徳 次 (3)

北信越

石  川
金 沢 市 立 野 田 中
村 井 良 樹・ 高 尾 勝 基

加 藤  亘 (3) 石  川 高 松 町 立 高 松 中
香 林 直 晴・ 瓦  大 介

岡 田 宏 邦 (3)
羽 田 英 克 (3)

福  井
福 井 市 立 明 倫 中

牧 田 秀 昭
川 森 大 輔 (3) 福  井

福 井 市 立 明 倫 中
牧 田 秀 昭

柳 村 克 典 (3)
山 下 裕 昌 (3)

東  海
愛  知

名 古 屋 市 立 当 知 中
岩 田 英 嗣

平 松 孝 浩 (3) 愛  知
大 府 市 立 大 府 西 中
大 川 利 哉・ 高場真奈美

井 嶋 寛 興 (3)
渡 辺 進 二 (3)

岐  阜
笠 松 町 立 笠 松 中
岩 田 親 典・ 高 瀬  薫 今 井  努 (3) 重

小 俣 町 立 小 俣 中
松 田  健 。奥 村 英 一

橋 爪  淳 (3)
海 瀬 武 道 (3)

大  阪 四 條 畷
仲 尾 信 一

学 園 中
杉 田 忠 邦

岸 田 建 作 大  阪 四 條 畷
仲 尾 信 一

学 園 中
杉 田忠 邦

有 田 浩 史

斉 藤  俊

大  阪 大 阪 市 立 瓜 破 西 中
旭  宏 幸・ 川 口悟 司 中 田 耕 司 (3) 大  阪

四 條 畷
仲 尾 信 一

学 園 中
杉 田忠 邦

田 中 宏 和

北 川  明

奈  良
奈 良 市 立 春 日 中

杉 村  裕・ 佐 野  淳 平  英 文 京  都 京
都 市 立 蜂 ケ 岡 中

内 野 正 裕 。橋 本 厚 司
飯 田 章 二 (3)
杉 山 直 弘 (3)

中  国
岡  山 岡 山 市

立 上 南 中
池 田 智 則・ 古 市 崇 典

甲  直 也 (3) 山  □ 徳 山 市 立 須
々 万 中

佃   博・ 工 藤 賢 二
睦 田 健 二 (3)
森 広 浩 二 (3)

広  島
広 島 市 立

平 野  薫
瀬 野 川

中 村
中

勤
清 水 政 治 (3) 鳥  取 米 子 市

立 美 保 中
根平雄一郎・ 山 下 幸 夫

安 田 賢 二 (3)
木 下 洋 一 (3)

四  国
香  川 香
」ヒ
リ

, |

町 立 香 川 第 一 中
幸 子・ 新  建 二 吉 川 大 助 (2) 香  川

香 川 町 立 香 川 第 一 中
北 川 幸 子・ 新  建 二

植 田 真 之 (3)
清 家 陽 介 (3)

香  川 高
松 市 立 勝 賀 中
石 川 貴 義 。佐 藤  元 濱 谷 康 司 (3) 香  川

立 東 中
幡 多 真 人

丸 亀 市
泉   治

渡 辺 慎 治 (3)
横 井 弘 招 (2)

九  州

長  崎 大 村 市
立 玖 島 中

川 添  誠 片 岡 直 茂 (3) 佐  賀
山 内 町 立 山 内 中

吉 田 俊 明 。田 崎 秀 和

大 宅 正 樹 (3)
山下新一郎 (3)

熊  本 芦
北 町 立 湯 浦 中
高 倉 健 二

花 田政 文 (3) 佐  賀
山 内 町 立 山 内 中
吉 田 俊 明 。田 崎 秀 和

樋 渡 順 也 (2)
多 久 島 誠 (2)

福  岡
瀬 高 町 立 瀬 高 中
古 賀 俊 文

野 田亮 介 (3) 福  岡
岡 垣 町 立 岡 垣 中
田 中 和 則・ 武 内 浩 平

村田真之助 (3)

末 岡 久 人 (3)

開催地 山  口 徳 山 市
立 須 々 万 中

佃   博 。工 藤 賢 二 矛1本寸禾口言旨 (3) 山  口
徳 山 市 立 須 々 万 中
佃   博・ 工 藤 賢 二

藤 本  誠 (3)
藤 井 宏 紀 (3)
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佐 竹 友 昭 (3)



(女 子 1固 人)

出 場 選 手 名 簿

プロッ
ク 名
都道府
県 名

学   校   名
監督名・マネージャー名

選手名 (単 ) 都
道府
県 名

学_  校   名
監督名◆マネージャー名

選手名 (複 )

北海道

北海道
札 幌 市 立 西 陵 中

森 田 朱 実
佐 藤 純 子 (3) 北海道

旭 川 市 立 神 居 古 漂 中

中 村 光 生 。笠 井 毅 明
増 茂 孝 枝 (2)

中山智香子 (2)

北海道
函 館 市 立 桔 梗 中
高 島 自 夫

後藤 綾 子 (3) 北海道
旭 川 市 立 広 陵 中

北 原 義 史

稲垣麻衣子 (3)
松原ゆかり (3)

東: 」ヒ

青 森 弘 前 市
立 第 一 中

和 島 秀 美 。加 藤 弘 幸
米谷真智子 (3) 宮  城 聖

ウ ル ス ラ 学 院 中
片 桐  勉 。石 井 陽 子

岡 加 代 子 (3)

貴 田  泉 (2)

宮  城 仙 台 市 立 袋 原 中
佐 藤 詳 子 。子 熊 幸 穂

後藤さゆり (3) 宮  城 聖
ウ ル ス ラ 学 院 中
片 桐  勉・ 石 井 陽 子

山 田 裕 美 (3)
佐 竹 朋 子 (3)

山 形 天 童 市 立 第
二 中

遊 佐 靖 彦・ 浅野 目信一
矢 萩 博 美 (3) 青  森

岩 木 町 立 津 軽 中

牧 野 俊 一
稲宮千亜紀 (3)
対馬美由紀 (3)

関 東

東  京 立 川 市 立 立 川 第
八 中

渡 辺 重 己 。坂 下 幸 恵
川崎由紀子 (3) 茨 城 伊 奈 町

立 伊 奈 東 中
国 井  徹 。中 山  緑

佐 藤 深 雪
茂 木 弥 絵

(3)

東  京
立 川 市 立 立 川 第 八 中

渡 辺 重 己・ 坂 下 幸 恵
田所 宏 美 (3) 栃  木 宇 都 宮 市

立 旭 中
国府田正也 。長井由紀子

山崎有美 αげ
奥 沢  香 (3)

東  京 杉
並 区 立 大 宮 中
碧海由紀子・ 小笠原奈々

小 形 朋 子 (3) 東  京
中
子
四
祥
平
野
ヽ
大
・‥句立
光
市
憲
平

長

小
福

菅 原 美 紀 (3)

岡村美智子 (3)

東  京 立 川 市
立 立 川 第 八 中

渡 辺 重 己 。坂 下 幸 恵
田所 一 美 (3) 栃  木 宇 都

宮 市 立 鬼 怒 中

神 長 信 夫・ 鈴 木  恵
柳 田 明 子 (2)

古橋安紀子 (2)

北信越

石  川 金 沢 市 立 犀 川 中
松坂浩一郎・ 土谷悦子

寺 尾 宏 美 (3) 石  川 高 松 町 立 高 松 中
多々見まさみ・ 板井里果

森  敦 子 (3)
一 花  望 (3)

石  川 美
川 町 立 美 川 中
水 内  浩・ 寺 崎 一 美 高田奈津希 (3) 石  川

美 川 町 立 美 川 中
水 内  浩・ 寺 崎 一 美

松田奈緒子 (3)
堀  悦 子 (3)

東  海
愛  知 春 日 井 市 立 西 部 中
長 江 啓 司

二 見 恭 子 (3) 愛  知 春
日井市立松原 中学校
市 川 泰 博 。宮原名知代

井 上 久 美 (3)
中 園 文 江 (3)

愛  知 愛 知 淑 徳 中
鈴 木 洋 子・ 河 津 雅 子

堀 川 倫 子 (3) 愛  知 大 府 市 立 大 府 西 中
大 川 利 哉・高場真奈美

間瀬亜希子 (3)
佐 藤 陽 子 (3)

近  畿

大  阪 学 園 中
仲 尾 信 一

四 條 畷
杉 田 忠 邦

水 井 泰 子 (2) 大  阪 四 條 畷
杉 田 忠 邦

学 園 中
仲 尾 信 一

信 田 富 貴 (3)
川 口 桐 香 (2)

大  阪 四 條 畷 学 園 中
杉 田 忠 邦・ 仲 尾 信 一

市 橋 美 紀 (1) 奈 良 奈 良 市 立 若 草 中
岡 田 匡 代 。中 野 陽 子

堂 田 裕 子 (3)
辻 本 友 紀 (3)

奈 良 奈 良
市 立 平 城 東 中

冨 田 英 一 。原 田 幸 子
本 坊 香 苗 (3) 兵 庫 加

古 川 市 立 陵 南 中
玉 井 智 子 ・ 岡 本 佳 子

藤 原 麻 紀
中 村 恭 子

(3)

中 国
山  口 立 串 中

柳 井 崇 史

徳 地 町
野 村 義 徳

村田みつえ (3) 岡  山 岡 山 市 立 岡 北 中
岡 本 次 郎・ 植 田 美 穂

明 神 亜 紀 (3)
森 繁 理 恵 (3)

岡  山 岡 山 市 立 岡 北 中
岡 本 次 郎・ 植 田 美 穂

堀内ちひろ (3) 広  島
広 島 市 立 城 山 北 中
高 木 義 仁 。大田みゆき

蔦  慶 子 (3)
野津山美夏 (3)

四 国
徳  島 徳 島 市

立 徳 島 中
和田安生 。中山亜希子

中山佐知子 (3) 香  川 香
川 町 立 香 川 第 一 中
松 田 佳 代・ 徳 永 郁 子

松 原 順 子 (3)
飯 間 容 子 (3)

香  川 香
川 町 立 香 川 第 一 中
松 田 佳 代・ 徳 永 郁 子

檀 原 有 理 (2) 愛  媛
新 居 浜 市 立 泉 川 中
大 久 保 伸

田坂あゆみ (3
植 田 早 苗 (3

)

)

九  州

熊  本 熊 本 市 立 京 陵 中
西 原 憲 児 。東  里 英 宮村亜貴子 (3) 熊  本

熊 本 信 愛 女 学 院 中
兼 子 春 美

伊 藤 真 弓 (3)

中山万由美 (3)

熊  本 熊 本 市 立 京 陵 中
西 原 憲 児 。東  里 英 谷 岡 美 保 (3) 熊  本

熊 本 市 立 東 町 中
田 原 幹 資 。中 山 智 枝

村 上 直 美 (3)

時 任 美 紀 (3)

熊  本 八 代 市 立 第
二 中

下 山 奈 美
吉川 愛 (2) 佐  賀 大 和 町 立 大 和 中

池 田 素 子・ 野中亜希子

森 川 和 枝 (3)
野田里絵子 (2)

開催地 山  口 山
口 市 立 鴻 南 中

須 子 英 実 。蔵 成 智 美
三 井 寛 子 (3) 山  □

山 口 市 立 大 殿 中
徳 本 法 子 。新 田 寿 恵

橋 本 綾 乃 (3)
山根麻由子 (3)
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男 子 個 人

過 去 の 栄 冠

年

回 破
開催地

籠

　

目

優 勝 車 優 勝 位

都道府県名

学 校 名 監 督 名 選 手 名 都道府県名
学 校 名 監 督 名 遍 手 名 椰道府県名

学 校 名 遍 手 名

1980

第10回

熊

本

市

単
大   阪

四 條 畷 学 日 中
杉 田 忠 邦 見 市 昌 弘

熊   本
八 代 市 立 第 三 中

北村栄一郎 川 本 英 明

埼   玉
越 谷 市 立 栄 遣 中
大   阪

四 條 啜 学 ■ 中

藤 咲 栄 一

福 田  誠

複
驚

玉 名 市 立
本
玉 陵 中

新 居  健 三 次 英 昭
野村伸一郎 熊

熊
本 市 立

本
桜 山 中

増 田 市 子
松 川 稔 己
福 田 洋 介

茨   城
阿 見 町 立 朝 日 中
奈   良

奈 良 市 立 春 日 中

山ノ内蘭 印
中 村 雅 俊
川 井 腱 司
小 野 湾 哲

1981

第11回

奈

良

市

単
熊   本

熊 本 市 立 桜 山 中
増 田 市 子 林  鰊 一 東   京

北 区 立 神 谷 中
杉 村 克 之 黒 沢  武

青   森
大

"町
立 大

"中大   阪
四 僚 啜 学 日 中

一 戸 英 目

江 藤 裕 ロ

複
熊   本

熊 本 市 立 桜 山 中
増 田 市 子

鶴 田 直 行
山 下 豊 彦

埼   玉
鳩 ケ 谷 市 立 里 中 峰岸早

苗 松 元 功
一

福 田 和 浩

福   井
福 丼 市 立 威 和 中
栃   木

今 市 市 立 今 市 中

坂 田 智 洋
声 井 隆 俊
柴 田 直 美
石 りII 勉

新

潟

市

単
埼   玉

越 谷 市 立 栄 進 中
加 藤  勝 石 薔  隆 熊   本

長 州 町 立 長 州 中
高 木 英 俊 浜 北 和 彦

東   京
立川市立立川第八中
大   阪

四 條 啜 学 日 中

加 藤 正 裕

早 戸 敬 重

嶺
埼   玉 .

戸 田 市 立 戸 田 中
永 田 正 彦

福   井
福 井 市 立 光 陽 中

江 岸  徹 提  清 忠
田 中 幹 男

茨   城
石 関 市 立 石 間 中
東   京

東大和市立東大和第一中

小 室 浩 之
緑 川  用
平 野 信 治
渡 辺 正 司

1983

第13回

新

庄

市

単

京   都
ヴ ィ ア ト ー ル

学 日 洛 二 中
上 杉 光 弥 三 角 典 生

栃   木
今 市 市 立 今 市 中

斉 藤 康 明 大 堀  均 旭

北

川 市

篤

本 市

海
立

立

道

農 山

本
出 水

中

中熊

三 船 昌 晴

畑 野 宏 幸

複
熊   本

藤 本 市 立 桜 山 中
増 田 市 子

紙 谷 高 志
久 住  猛 滝

北
川 市
海
立
道
江 陵 中

若 松 重 義
谷 口 久 永
林  秀 行

新   潟
薫 市 立 薫 中

茨   城
阿 見 市 立 阿 見 中

籠 田  崚
田 中 忠 夫
結 東 雄 二

堀之内 滋

第14回

大

阪

市

単
奈   農

奈 良 市 立 二 名 中
山 口 籠 子 中 薔 一 晃

熊   本
岱 明 町 立 岱 明 中

高 峯 彰 子 豪 村 誠 也

石   川
宇ノ気町立宇 ノ気中

滋   賀
大 津 市立塁子山中

小池田 薫

鈴木車麻生

複
栃 木

大根田康子
秋 津 玲 治

斉 藤 佳 晴
青   森

弘 前 市 立 第 一 中
上 野 四 郎

小 野  武
山 本 秀 ロ

埼   玉
越 谷 市 立 栄 進 中

石   ′‖
七塚 町 立河北台中

石 井  E
大 畑 昭 一

大 i=貴 康
田 丸 裕 一

1985

第15回

登

別

市

単
熊   本

岱 明 町 立 岱 明 中
高 峯 彰 子 高 村 誠 也

北 海 道
堕 別 町 立 腱 別 町

根 岸 邦 昌 績 山

奈   良
奈 良 市 立 二 名 中
青   春

弘前市立弘前第一中

中 橋 一 晃

工 藤 康 智

複
青   森

弘前市立弘前第一中
山 内 時 治

加 藤 正 明
今  宣 仁

茨 城

明 野 町 立 明 野 中
神 立 喜 文

竹 内 文 規
物 井 哲 夫

青   森
弘前市立弘前第一中
無   本

岱 明 町 立 岱 明 中

大 谷 知 昌
佐々木正文
西 村 竜 時
村 中 陽 介

1986

第16回

真

岡

市

単
大   阪

四 條 畷 学 日 中
仲 尾 信 一 小河原 崇 栃   木

宇 郡 宮 市 立 旭 中
黒 川 雄 才 磯 部 和 弘

北 海
旭 川 市 立

沖
糸 湾 市 立

道
広 陵

縄
三 和

中

中

古 川 英 ロ

金 載  勉

複
石   り||

宇ノ気町立宇ノ気中
野 川  徹 藤 島 浩 司

藤 森  饉
茨   颯

明 野 町 立 明 野 中
神 立 喜 文

中 島 祐 二

飯 泉 哲 也

北 海 道
滝 川 市 立 江 陵 中
熊   本

岱 明 町 立 岱 明 中

末 村 利 彦
佐 藤 嘉 伸
田 上 厚 志

本 田 和 裕

1987

第17回

春

日

井

市

単
熊

岱 明 町 立
本
岱 明 中

中 村 浩 史 本 田 和 裕
熊   本

熊 本 市 立 京 崚 中
今 村 孝 利 岡 部 英 朗

北 海 道
旭川市立神居古澤中

埼   玉
越 谷 市 立 栄 違 中

属 木 貴 之

関 根 靖 則
関 根 颯 則

複
熊   本

岱 明 町 立 岱 明 中
中 村 浩 史

前 田 尚 史
池 端 和 政 弘

青   森
前 市 立 第 一 中

高 屋  仁 山
口 英 二

福 士  減

東   京
田無市立田無第一中

大   阪
柏 原 市立堅下北 中

野 口  聡
朝 田  勇
喜 多 真 吾

福 地 減 司

1988

第 18回

盛

岡

市

単
福   岡
岡 垣 町立 岡 垣 中

山 本 義 充 満 石 忠 博
千   葉
千 葉 市 立 山 王 中

福 本  順 太 田 慎 二
青   森

弘前市立弘前第一中

熊   本
岱 明 町 立 岱 明 中

沢 田 崇 文

福 田  茂

複
東 京

田無市立田無第一中
田 嶋  饉 茂 野 博 起

山 浦 元 樹

石   りll
美 川 町 立 美 川 中

水 内  浩 石
本 明 男
本 田 暁 暢

奈   良
奈 良 市 立 二 名 中

茨   城
阿 見 町 立 阿 美 中

林 田  崇
小 谷 範 利
吉 岡 秀 樹
沼 尻 裕 昭
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1982

第12回

生井沢勝美
立 本 敬 人



年

回 数
開催日

種

　

目

優 勝 準 優    勝 位

椰道府県名
学 校 名 監 督 名 選 手 名 都道府県名

学 校 名 監 督 名 選 手 名 都道府県名

学 校 名 選 手 名

1980

第10回

熊

本

市

早
熊   木

熊 本 信愛女学院 中
兼 子 春 美 上 村 美 香

香   り
`|高 松 市 立 一 宮 中

笹 村 息 子 中川富美子

大   阪
四 條 畷 学 日 中

大   阪
四 條 畷 学 日 中

原田いづみ

鴻 原 春 美

複
熊   木

熊 本 信愛女学院 中
策 子春美

青木きよみ

平井真由美
香   りII

香川町立香川第一中
新  建 二 平井美代子

田 中 美 幸

栃
今 市 市

岡
笠 岡 市

木
立 今 市 中
山

立 自 石 中

須藤千代子
細 井 礼 子

中 川 史 子
山 川 奈 緒

1981

第11回

奈

良

市

単
熊   木

熊 本 信愛女学院 中
兼 子 春 美 平井真由美

埼 玉

越 谷 市 立 栄 進 中
加 藤  勝 今 井 裕 子

北 海 道
上砂川町立上砂川中

茨   城
明 野 町 立 明 野 中

徳光由美子

須 藤 早 苗

複
埼   玉

鳩 ケ 谷 市 立 里 中
峰 岸 早 苗

今 野 裕 子

熊   本
熊 本 市 立 出 水 中

吉 島 哲 哉
米津ゆかり

林  幸 校

大   阪
四 條 畷 学 目 中

北 海 道
上砂川町立上砂川中

和 泉 昌 子
今 村  薫
高 橋 可 奈

藤 原 利 江

1982

第12回

新

潟

市

単
茨   城

明 野 町 立 明 野 中
小 島 一 夫 木住野力まる

熊
菊池市立

本

菊池北中
緒方美保 子 田 島 志 乃

熊   本
信 愛 女 学 院 中
神 奈 川

横 浜 市 立 戸 塚 中

佐藤由美子

牧 畑 里 佳

複
香   り‖

香川町立香川第 一中
建 二
山 本 知 美

塩田美佐子
埼   玉

越 谷 市 立 栄 進 中
加 藤  勝 岡 井 裕

子

和 田 陽 子

新

潟 市

愛
知

潟
関 屋

知
徳

新

愛

立

淑

中

中

小池由扶子

藤 井 裕 絵
六 郷 由 香

伊 藤 千 恵

1983

第13回

新

庄

市

単
熊   本

熊 本 市 立 帯 山 中
吉田三息子 松 尾 知 美

青   森
弘前市立弘前第一中

高 屋  仁 =上 明 子
明

備

茨
野 町
岡

前 市

立

立

城

明 野
山

備 前

中

中

松 本 啓 子

西 林 昭 子

複
熊

菊 池 市

木
立菊池南中

西 村 亮 子
安 達 侵 子
毛 利 千 秋

熊 本

熊 本 市 立 京 陵 中
今 村 孝 行

西沢紀代美

林  美 布

千   葉
長 柄 町 立 昭 栄 中
志   賀

草 津 市 立 草 津 中

村 上 文 江

行 方 紀 子
田 中 美 和
河 村 祐 子

第14回

大

阪

市

単
埼   玉

越 谷 市 立 栄 進 中
加 藤  勝 棒  匡 子 青   森

弘前市立弘前第一中
高 屋  仁 乳 井 智 秋

大   阪
四 條 畷 学 国 中
熊   本

熊 本 市 立 京 陵 中

利 川 貴 子

戸泉和加子

複
熊

熊
木

本
市 立 楠 中

長 野  寛 江 良 智 子工 藤 雅 代
大   阪

四 僚 啜 学 口 中
杉 田 忠 邦

北 川 実 子
ツ川責子

茨   城
石 岡 市 立 石 岡 中
大   阪

大 阪 市 立 旭 陽 中

塚 沢 昌 子

鬼 沢 絹 代

前 田 香 代
山 下 春 美

1985

第15回

登

別

市

単
熊   本

熊 本 市 立 西 原 中
坂  為 清 宮 村 愛 子

熊   本
熊 本 市 立 京 陵 中

今 村 孝 利
吉 岡 徳 子

松 本 理 患

山   梨
甲府 市立甲府北中

北 海 道
室 蘭 市 立 東 明 中

日原恵美理

三 上 直 子

複
熊   本

菊 池 市立菊池南中
萩 原 一 光

堀 井 尚 美
中 原 敬 子

甲 斐 美 和
埼   玉

越 谷 市 立 栄 進 中
加 藤  勝
山 内 賢 春

船 津 佳 子

加賀ゆかり

北 海 道
陸 別 町 立 陸 別 中

兵   庫
加 石 川市立中部中

岩崎絵理子
田 中 範 f
吉 田 悦 子
三浦亜紀 子

1986

第16回

真

岡

市

単
熊   木

熊 本 市 立 京 陵 中
今 村 孝 利 宮 村 愛 子

熊   本
熊 本 市 立 京 陵 中

今 村 孝 利 松 本 理 恵
四

園

大
條

兵
田

吸 学

学

阪

園
庫

園

中

中

水井紀佐子

小 泉 友 紀

複
熊   本

熊 本 市 立 西 山 中
畠 山  篤 松 田 治 子

坂 本 雅 子

栃   木
宇 都 宮市立鬼怒中

神 長 信 夫
小 松 隆 子

鈴 木 洋 子

青   森
弘 前 市 立 第 一 中
熊   本

熊 本 市 立 補 中

溝 江 圭 美

尾 崎 由 美

松 本 真 子

緒 方 真 弓

1987

第17回

春

日

井

市

単
大   阪

四 條 畷 学 園 中
杉 田 忠 邦 玉 村 由 紀

大
四 條

阪
畷 学 口 中

玉 村 由 紀 松 田 洋 子

青   森
弘 前 市 立 第 一 中
熊   本

熊 本 市 立 西 山 中

米谷真智子

阪 本 雅 子

複
熙   木

熊 本 市 立 京 陵 中
今 井 孝 利

後 藤 利 子

渡辺真由美

香   り||
香 川 町 立 第 一 中

新  建 一 相 沢 ゆ み
大 角 美 和

熊   本
熊 本 信愛女学院中
熊   本

菊 池 市 立 菊 池 中

川 添 美 奈

宇 野 香 織
足 連 和 泉

坂本佳寿子

1988

第 18回

盛

岡

市

単
青   森
弘前市立弘前第一中

高 屋  仁 米谷真智子 宮   城
聖 ウル ス ラ学院中

片 桐  勉 橋 本 順 子

大   阪
四 条 畷 学 園 中

熊   本
熊本 市立 錦 ケ丘中

水 井 素 子

福 島 千 里

複
香   り‖
香川町立香川第一中

新  建 二 富田美津枝
村 瀬  香

富   山
富 山 市 立 芝 園 中

陰山陽 7 河
日奈緒美
下 村 絵 里

栃   木
字都宮市立鬼怒
大   阪
四 条 畷 学 園

中

中

大久保裕美

斎 藤  忍
渡  由 記
杉 田 暢 子

女 子 個 人

過 去 の 栄 冠

▼

V
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新



祝 第19回全国中学校バドミントン大会

協 賛 者 御 芳 名

V

岩国市バ ドミン トン協会

会 長  西  村  栄  時

光市バ ドミン トン協会

会 長  渡  辺  省  吾

下松市バ ドミン トン協会

会 長  推  山  昭  二

徳山市バ ドミン トン協会

会 長  福  田  修  三

新南陽市バ ドミン トン協会

会 長  渡  辺     忠

山田市バ ドミン トン協会

会 長  岩  本  達  三

吉敷郡バ ドミン トン協会

会 長  田  中  芳  男

宇部市バ ドミン トン協会

会 長  東  谷  正  三

小野田市バ ドミン トン協会

会 長  笹  尾  克  之

長 門市バ ドミン トン協会

会 長  大  藤  之  典

下関市バ ドミン トン協会

会 長  岩  田    型
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恵

宏

豊

夫

一

二

男

己

夫

孝

敬

郎

行

介

美

司

治

雄

久

　

安

武

徹

英

悦

克

俊

俊

憲

泰

洋

啓

勝

憲

征

一

辺

福

中

田

田

藤

山

野

木

原

村

村

田

田

井

田

井

田

本

川

壁L
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田

月:l

月:l

伊

中

小
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目
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rコ

松

田

水
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藤

藤

柳

西
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祝第19回全国中学校バドミントン大会

協 賛 者 御 芳 名

郎

　

義

一
一　
正田

岡
　
原
　
和

藤   友   親

岡 藤 康 男

徳地町立串中学校体育後援会

同 上  バ ドミントン部

清  水  文  華  堂

白 .岩 工 務 店

M    ハ    ウ    ス

セ ブ ン シ ス テ ム

ス ポ ー ツ ア ト ラ ス

山口市役所バ ドミン トン部
ゝ_ン

山口市立大内中学校教職員一同
~

竹 中 工 務 店 山 口 営 業 所

山  口 信  用  金  庫

大 平 総 業 株 式 会 社

山 陽 鋼 機 建 設 株 式 会 社

徳 地 町 立 堀 中 学 校
バ ドミン トン部 父母 の会
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祝

ー

第19回全国中学校バドミントン大会

めざせ 栄光 ./

山口県高等学校体育連盟

バドミントン部



■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

カメラマンによる写真撮影

スポーツ写真― 全ての御要望にお応えする

鮒P&P浜 松
〒435輩
爾耳署了

■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

視 平成元年度全国中学校バドミントン大会

大向入形・大 句ヽ塗

★ 本 大会 出場チームの方ヘ

見本写真は全て無料です。後日貴チーム責任者にお送りします。

★ 大会役員の方へ

次回開催計画の大会に広告、その他にて御協力申し上げます。

当社営業部まで御一報下さい。

大 内 塗 工 芸 社 (岡田)

〒753 山口市下竪小路 9
丁EL(0039)22-4638



総合建設業・―級建築士事務所

株式会社 村 _上 組
代表取締役 村 上 貝」 明

山 口 市 道 祖 町 5番 7号
丁EL《t)25-55330FAX 21-0971

祝 第19回全国中学校バドミントン大会

山口県実業団バドミントン連盟

山陽国策パルプ欄岩国工場・下  関  市  役  所
興亜石油欄麻里布製油所・下  関  大  丸  欄
日新製鋼欄周南製鋼所・セントラル硝子佛宇部工場

宇  部  興  産  欄

祝 平成元年度

全国中学校バ ドミントン大会

山 口市 立富 野 中学 校
バドミントン部OB―同



祝

第19回全国中学校バドミントン大会

競え若人、山口で

山口市立宮野中学校

教 職 員 ― 同

(株)大阪フォトサービス カンバニー

〒550大 阪市西区江之子島1丁目5-17
TEL 06(443)7608(代 表 )

osaltailoto回



祝

第19回全国中学校バドミントン大会

大殿中学校女子バドミントン部出場

力のかぎり戦
ヽ
ワ

´し

大殿中学校バドミントン部OG

第19回全国中学校バドミントン大会

選手の皆さんの御健闘を祈ります

山口県教職員バドミントン連盟

会 長 植  田  博  宣
理事長 松 本 克 芳

ノ

／
●

祝



包装資材・UB巨エアーキャップ

閣 杉 岡 商
=

イ ト

代表取締役 植 田 博 宣
(山口県バドミントン協会副会長)

〒750下関市岬之町13-22
丁 E L 0832-22-5033
F A X 0832-22-5034

z7+affF.atD7=-Z

≪シヨコゴ」交理誅式会社
本 社 /山口県下関市 丁E L 0832-32-1430

東京案 内所 丁EL 03-580-18710大阪案内所 丁巨L 06-452-1730
名古屋案内所 丁EL 052-565-14300広 島案内所 丁EL 082-247-6130
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出
鮒 h“ 0晰鮨め 清水文華堂

山 口市駅通 り 2丁 目 l― 14号
□P(0839)22-1 560(イ ti表)
FAX(0839)23-]75 7

出”

紳士服の

ホけ―
さい。

ゞが

で

のナ多
|

|ち 子し

住所/宇部市浜町二丁目 3-33
電話/0836-33-3390番

21-8590番

定額貯

夢・安 心・未 来

山口中央郵便局

養 老 保 険

ります

■■■

員 います

引越不用品、事務用品、厨房用品
その他、中古新品問わず何でも
買います。

何でもあつて何でも安い

リサイクルショップ イナゴ
店
店
店

口
府
山

山
防
徳

山国市下小鯖 (山口ICより500米 )
防府市仁井令 (開出バス停前 )

徳山市城ヶ丘 (周南バイパス沿 )

a,27-5131
aP 2 1-口 519
1日,28-口 550

郵便局の



祝 第19回全国中学校バドミントン大会

『
hセz獅フリリビ"印刷
¬「 EEL(0039)22-3370 F=A)((0039)25-2229
〒753山口市大字矢原1083番地の3

P)OLA良城営業所
山 口市 吉 敷 下 東 3353-6
丁EL(0839)22-3675
所 長  中 山 マサコ

株式会社出□特機サービス

Panafax・ パナコピー複写機
コンピュータ 。ワードプロセッサ

OA機器販売サービス代理店

代表取締役  「簾  柱 | :影

山 口市 大 字 矢 原 1008番 地 の 1

丁EL(0839)25-8432・ FAX 25-8435

―土地・建物―

閣不動商事
― くすりは〃―

Ш □ 市 葵 1丁 目 1の 29
1日,22-5136

出 □ 市 葵 4丁 目 1の 29
1日,22-5136

支店 出□市平丼生活センター内
1目:22-8767

不 動 薬 局



祝 第19回全国中学校バドミントン大会

熊毛郡バドミントン協会

オフィスのトータルプランナー

株 式 会社

山 □ 市 中 市 町 6番 17号
TEL (0839)22-011100
FAX (0839)24-8642

安 全 を創 造 す る

くこ>山交安全株式会社

山口含同プロバン株式会社

〒753-02山□市大宇下小鯖435-1
TEL(0839)27-4514《 り
FAX(0839)27-4599

―クリーンなエネルギーLPG一

代表取締役 小 田 博 三

山口市下小鯖365-18 電話 27-5311個



視

第19回全国中学校バドミントン大会

山口県家庭婦人バドミントン連盟

〈理 事〉 松村美千代 (熊毛)
三井房子 (山口)

小林久 江 (長門)

兼 清 悦 子 (光 )
岡 崎 君 江 (宇部)

牧 元 照 子 (岩国)

子

美 (防府 )

子 (下松 )

古 城 周 子 (徳 山)

三 輪 初 代 (小野田)

上 野 冨 江 (下 関)

会  長
理 事 長

副理事長

里万

和

文

村

村

林

松

河

全国の中学生諸君/

若い力で

翔

羽 輩 会

Ｌ
聰
一升

山口大学バドミントン部OB・ OG会
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ホーローが結ぶ暮らしのスペース
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力
  全国どこへでも     ‐`タ

(有)湯 田 運 輸
山口引越センター

一般 区域貨物自動車運送事業

自 動 車 運 送 取 扱 事 業

引 越 業 務 (荷 造 り 。開 梱 )

ビ  ァ  ノ  輸  送
車 輌 陸 送 業

倉庫業 (一時預 り。その他保管業 )

ク レ ー ン 作 業 (重 量 物 )

本社/山口市大内長野462-1安全・確実・迅速
t'10039-27-1100(f句

営業所/熊毛郡田布施町麻郷

留ヨ
'0020-55-55550日 曜・祝日も営業致します。

オフイスは

ヽ

ヽ

働く職場。やはり素敵な雰囲気を持つオフィスがいいですね。
r*il*ir ? )v7> -fitr ifi'+*3T H&6 
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交通安全施設全般。道路カッター・コア採取

法 面 処 理工 事 。道 路 区 画 線 責 任 施 行

サン・ グリーン緑化工法

戯ンロロ

「
1隠iズ
1会
社

本   社 山口市下小鯖645番地 5(〒753-02)
TEL(0839)27-0023(代 表)
FAX(0039)2フ ー0600

徳山出張所 徳山市今住町 3番 3号 (福谷ビル 3F)
丁EL(0034)32-0755(代 表)

宇 部 市 朝 日 町 2-25
18,(0836)21-3275
31-3665

山口市道場門前 2-2-31
18P(0839)22-6042

第 3日 曜 日営業

■

Jヘ理  容

山口市三の宮 2丁目 6-28
丁EL(0839)22-5302

特 定建 設業 、建 築 設計 、施 工

―級建築士事務所、宅地建物取引業

(◎)鴻城土建工業株式会社

山 口 市 宝 町 2番 56号
丁EL代 表 (0839)22-26940 FAX(0039)23-8606

代表取締役社長 草 1 場  正  士

▲

げ、こたュ岩
額縁・画材



ィ全卜磯部工業株式会社

本 社/山口市大字大内御堀975-2丁 EL(0839)22-8600(0
FAX(0839)21-1313

営業所/大 津 郡 油 谷 町 新 別 名 丁EL(08373)2-0923

特定建設業
I

代表取締役 磯 :部  尭

誠実 と技術 を誇 り、郷土に貢献す る

総合建築土木設計施工
一 級 建 築 士 事 務 所
宅 地 建 物 取 31業

防長建設工業株式会社

本 社 山口県吉敷郡小郡町船倉町 2番29-l号
丁巨L(08397)③ 0612《句

取締役社長 阿座上 尚 義

特定建設業 土木建築設計施エ
ー 級 建 築 士 事 務 所

株 式 会 社  林  建  設

土木建 設 業 (一般 土木 工事 )
舗 装 工 事 業
宅地建物取引業 (山 口県知事 01724号 )

代表取締役  オ木   忠́  [二

山 口市大字大内矢 田 605～ 3
丁EL(0839)2フ ー0226

防府市上勝坂 l― 19
15,0835-23-4385



庭 石

造園資

,■ ●
山口市道場門前卜3-5 TEL0839(25)3456

時計・宝石 0メ ガネ

◎旭建設工業株式会社

山口市富田原町 5番 10号 容 (0839)22-D200欄

代表取締役社長 石  光  ―一  成

特定建設業 建築設計施エ
ー級建築士事務所

日 立 特 約 店

吉 敷 郡 小 郡 町 若 革 町 3-45
丁EL(08397)2-5400:FAX(08397)3-3363

山口内山電機株式会社

小鯖の (有)岡 部 造 園

有限会社 岡部造園
山口市下小鯖 262号 沿 い
な 0839-27-3750(夜 27-2468)

社 長 岡 部 敏 雄

OH:TACHl



特定建設業 建築設計施エ
ー級建築士事務所 (県知事登録第933号 )

◎ 株式会社西谷工務店

山 口 市 大 字 大 内 矢 田 387
丁巨L0839-27-0341代)OFAX 0839-27-0342

代表取締役 西 谷 忠 夫
専務取締役 西 谷 千満喜

“免 許 を取 る な ら県 自校 " 大型、普通、二輪、大型特殊、けん引
交通社会に奉仕する 財団法人山口県安全協会の

山 口県 自動 車 学 校
山口市大内長野519 Ъ127-0■44
～大学生、高校生は学割があ ります～

山陽ユービツクス販売榊

山口市大字朝 田1091-1
T'E L 0839-32-2222

山陽コンクリートエ業株式会社

〒753 山口市神 田町 5番 11号
丁 E L 0839-22-35110



● 丸 階 電 気

電 気 工 事 の店

山口市上竪小路 56番地の 3
丁EL(0839)22-8665

璽 平 岡 運 動 具 店
本 店 山 口 県 柳 井 市 駅 前

PAR丁 一 II平岡 (サ ンピア内 )
光 店 光  市  中  央  町
徳山店 徳 山 市 新 町 二 丁 目
岩国店 岩国市麻里布町 3-14-7

スポ ー ツ用 品専 門
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①

⑭

丁EL
FAX
丁EL
丁EL
丁EL
丁EL

社合〓式株設建ＦＩＦ
〓
Ｔ昭

住宅からビル建築までの総合建設業

一空間を創造する一
山口県知事 (1)第 ]2687号

代表取締役 山 野  :宏  明
専務取締役 渡 邊 彰 久

山口市赤妻町 3-13(9号 バ イパ ス沿 )
丁 EL(0839)22-345600FAX(0839)22-3497

勉強の習慣づくりに………家庭学習教材教科書準拠、幼児・小学。中学用

月刊ポピー全家研・豊関支部

下関市生野町 2丁 目34-25
TEL(0832)54-1501(代 )

同 奈 良 文 庫



カメラのことなら

カメラのニッポン

山口市米屋町1-118口 01100

クロス0カ…ペット・ジュータン施エ

池
鋼
=E=■日内田

山口市大内長野390-4 電話0039-27-3178

幸 せ の 予 感
愛のご婚約指輪、ご結婚指輪

株式会社:てりL尺⊃蛎
2ヽ5(ミ・ヽりじ0

防府市栄町 1丁目11番 5号
砲|(0035)38-4114

西  門  前  店 ●22-0227・ コ ー プ 山 口 店 a23-3455
立  ′」ヽ 路  店 822-2632・ コ ー プ 宮 野 店 a24-4348
中   園   店 823-21450サ ン山口いずみ店 823-4566
大内サンマート店 827-3112・ フアミリー矢原店 a22-5558

本店 /道場門前 容22-1277

■■■■D
Ｊ
′
ヽ
　
″山 チ ェ薬 局



山城 建 設 株 式会 社
代表取締役 塚: 原 千 城

下関市羽山町15-8 硼 34-3502

同 池 田 屋 履 物 店

山 口市下竪小路 67-2
丁 EL 22-1986

広 陵建設有 限会社

総 合 建 設 業

代表取締役 岩 本 洋

山口市大字大内御堀 1667-l
丁EL(0839)27-17410 FAX(0039)27-5419

山口市古熊3丁目2-7 Ⅲ22-7143

潮 耳 鼻 1日 喉 科
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TOTOの THE KITCHEN
83種類の扉デザイ考230種類の部材。

十人十色のキッチンライフにお応えしま魂

東陶機器榊山口営業所
丁巨L(08397)3-4110
FAX(08397)3-4200

山口県吉敷郡小郡町花園町l番16-201号 (重村ビル2F)

◎電話で御予約されれば、お待たせしません !

県 勢 の活 躍 を祈 る

須々万バ ドミン トン同好会

須々万バドミントンクラブ後援会

鮮魚・仕出し。寿司・惣菜

和食処 (50人収容宴会場有り)

●定休日

「「
面瓦¬lll1 1市大

こ
~~~~~TEL 22

0無休

匹亜□ ||

④
脚
霜
〕11110-8肌 24-∞ 14



工和産 業株 式会 社

会社 下関市長府町土居の内 U(0832)45-11180

総 合 建 設 業

代表取締役 松 井 公 嗣

特定建設業 (土木建築、管、設計施工)
一 級 建 築 士 事 務 所

徳田建設工業株式会社

山口市中央5丁目7-l ¬el《場(0839)22-0290

代表取締役 徳 田 允 昭

特定建設業 (土木工事、建築工事、舗装工事 )
ナ シ ョナル住 宅 山 口代理店
―級建 築士事務所

山 口 建 設 株 式 会 社
代表取締役  砂  り|1 1敏  男

山 口 市 旭 通 り 2丁 目 9-19
T巨 L0839代表②l1750 FAX 0839① 1000

特定建設業 一級建築士事務所

株 式会社 池 田 設
代表取締役 池 田 保 夫

〒753-03山口市大字仁保下郷2926U(0839)29-0048

建
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第19回全国中学校バドミントン大会

選手の皆さんの御健闘を祈ります

須々万バドミントンクラブOB会

田 田松 村 岸 村 田藤 遠 末 田 岸 広 河 広 高 沖 松

村 中 原 田村 田 内 本 藤 政 中 村 谷 野 谷 橋  原

陽 責 久 浩 智 英 正 朋 真 真 伸 尚  強 美 和 貞 康
美       由     由

司 光 子 子 紀 範 彦 子 紀 美 幸 通 勲 志 紀 也 雄 則

佐 永 藤 戸 橋 村 藤 杉 山秋 工 藤 遠 山佐 藤 末 藤

藤 尾 本 倉 本 田井 村 東 元 藤 井 藤 東 藤 井 政 井
井    井

純  ひ 美 紀 悦 宏 匡  直 真 美 正 美 圭 謙 由 孝
ろ         佐     美

子 忠 み 和 子 子 明 徳 寿 幸 帆 子 徳 徳 治 治 子 子



①  平成元年度全国中学校選抜体育大会

=選手の皆さんのご健斗を
お祈 りします=

山口県スポーツ用品

小 売 協 同 組 合

①  平成元年度全国中学校選抜体育大会
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For Your Travelife
JTB山 口 支 店
運輸大臣登録一般旅行業第64号 G

山口市中市町2-5
電話 08"代表②

"22直
通②
""

〒753山 口市湯 田温泉 2丁 目 1-23
TEL 0839-22-2561

ヽ  ヽ

、 し  し
パッケージツアーはもちろん、お客様のニーズにお応えしたオーダーメイドの旅まで.旅のことならなんでもそ′)´,て ヽヽます.

私たちは、旅する人の心を大切に、もっと楽しヽ 旅ヽをお届 1,します。

旅する人の気持ちで……新しいJTB。

⌒    _

Qり 第19回 全国中学校バドミントン大会

=選手の皆さんのご健斗を
お祈り申し上げます=

湯田温泉旅館協同組合
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みんなのためにビタミンC1000m9
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1個で爽やかなビタミンC1000mg発 泡飲料

1箱 (4個入)300円 。メーカー希望小売価格 (消費税抜き)

●シリーズ商品にシーマックス500+アイアンも新登場
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闘 日本中学校体育連盟特別協賛会員

固 日本学校体育研究連合会特別賛助会員

0明 石被服興業株式会社
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月星スクーノンシューズには成長期のだの正しい発育と健康を第一に履きまさ、動きやすさ、安全性、

に など月星ならではの設計′g想が隅々に生きていま蔦 さらに上履、
~体
育履√遁学履などl豊富な品

種と洗練されたデザインは皆様方よク厚い信酔 項いていま充

入力
/

*AfrfrfrEtf)
`し

ジムスター03(体育館履 )
☆カラー :ホワイト、レンド、ブルー、イエロー、グリーン、ライトブルー

★サイズ :215～ 280、 290、 30.Ocm

次の各機能・特長を保有しています

●」ISマーク●サニタイズ衛生加工●ノンマーキングソール●通気性 0衝撃

吸収●アキレス腱保護

グランドシューズ02(グランド履 )
★カラー :ホワイト、レッド、ネービー、エンジ、グリーン、プランク

☆サイズ :215～ 280、 290、 30 0cm

次の各機能・特長を保有しています

●サニタイズ衛生加工。通気性●衡撃吸収●アキレス腱保護

(〔

t=王督型:シII"

0だ∋推薦 ⊂ヽ 9
(財)[1本中学校体育連盟

月星シューズは、品質、機能面に於てその適切さが認められ、優れ

た体育用品として「m日本中学校体育連盟」より推薦を受けており
ます。

月星化成代理店

朝日商事株式会社

宇部月星株式会社

株式会社 佐竹本店

株式会社 伊藤商店

塁ンr賓月

月 塁 化 職 株 式 書 社

●

」

コメ巫『

」
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価値ある体育
価値あるシューズ

学校シューズのパィォニア

教 育 シ ューズ

日本 教 育 シ ュー ズ 協 議 会

出会いとふれあいの書店
ヽ

え 禁 壼
TEL(OαD)`2-ヨ 311本店/山口市遭坦日前 1 丁目3-11

山大前店/山口大学正円前
鴻田店/濁田バス停前

B001〔8爆

LANDi摯

TEL(0まD)23-
TEL

壼ノ古菫山ロバイ′叡沿IE~山
ロスイミングスクール内

L(“

")“
―

壼′中市町ち,きや,"E‖1.TEL(CttЮ9)B00K
/大内御颯‖42 TEL(cttЮ9)23-

▼常栄寺 雪舟庭 ▼サビエル記念■堂

Nrr9

山ロテレホンカート

カートでのこせる

旅のアルバム

学部興産飲料株式会社 山 口 支 店

′けだを」蛮えよう。

中 学校 体育 実技

大日本国書
平成2年度用    準教科口。学習教材

KD
,亜亜
=三■丞菫 」ヽ

新指 導 要 領準拠

つ め

①開催 平成元年度
目

ベドミントン恭含

保健体育ノート(10203年 )

体育実技セミナー
B5版 □絵4色4p,本お2色272p

B5版  4色16p2色

“

p

●(075)581-6111(代 )①新学社
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暁図書の体冑副読本Q教材

日解中学体育
●自主的・能率的な学習の手びき

●「保健体育」の総合学習ノー ト

新保健体育ノート (

学研版。東書版

各 1～ 3年
ヽ
1

ノ

曲
あすの教育をひらく

暁教育図書株式会社
〒102東京都千代田区九段南4-4-9

丁EL 03(263)1321

′
「
EL 0839… 24-7582

套嘘秀 学 舎 文 栄 堂

山口市道祖町 4-4

開 地 教 材 社

山口市秋穂二島6000番地
TEL 083987-2013

教 材 教 具

直多雲理コスイ
¬

「

U5U:⊂0上丁D
〒747=11山口県防府市富海新地

● (0835)34-0072番
FAX(0835)34-1010

浅 りll 集 英 堂
小 郡 町 津 市 上

EB (08397)2 -0329

教科書・書籍・雑誌



第19 全国中学校バドミントン大会

=選手の皆さんのご健斗を
お祈り申し上げます=

日本軽印刷工業会

山口県支部

D

※定価は消費税込みです。

平成元年度全国中学校選抜体育大会/第19回全国
中学校バドミントン大会の模様は10月号で大特集′

「バ ドマガを毎月買いたいけれど書店にい くと品切れ…」という読者が多いようです。定期購続を御希望の方は

「毎月買うから取っておいて」と書店に申し込む方法と、本社に年間購読を申し込む方法の 2つ があります。本

社直接の場合は、何月号から希望か明記して、郵便振替で6.6∞円を小社販売係までお送りください。Q麟‖囃負担 )

■定期購読のこ案内

月16日発売●定価550

辮き青春を記録する
_ノ r・ 1ド・7・ガ

〒i01東京都千代田区三崎町310・ 10
7
■

[:⊃



めざしているのはゴールの向こうです。

こころとカラダのスポーツ。

成長しているのは、未来。

カンコーも、若い瞬発力を全力で応援しています。

山口県尾崎商事株式会社防府店

0働 日本中学校体育連盟推薦

こ,働日本中学校体育連盟登録マーク付

カンコートレーニングウエア
bnに

く中国地区発売元〉

岡山県/尾崎商事株式会社岡山店

島根県/山陰カンコー松江営業所 日 興 産 業 株 式 会 社

防府市大字浜方272-13 1日 逍5-22-5533

鳥取県/山陰カンコー株式会社
米子市両 三柳 2895-15 ● 0859-34-5611

廊藤 /「第二百公販売株式会社~~~~T面
而 茄F‐痴満 価

~~
岡山市間屋町 24-105 ●融■2-41-∞ 41

松江市上乃木2069-7 ●∞ 52-25-5818 広島市西区商エセンター2-4-12 ■Ю82-278-2828
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CZaKiく企画・製造〉
尾崎商事株式会社
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世界のトップ・プレイヤーが証明したハイクオリテイー。研ぎ澄まされた機能性でさらに充実。
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英国カールトン社との

て 日本国内で生産さ
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